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1 琉球の御拝ツヅ（ミハイツヅ）
琉
球
の
御
拝
ツ
ヅ
（
ミ
ハ
イ
ツ
ヅ
）
　
島　
村　
幸　
一
は
じ
め
に
本
稿
は
、
琉
球
文
学
の
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
あ
る
御
拝
ツ
ヅ
に
つ
い
て
、
研
究
史
、
語
義
、
表
現
形
式
と
そ
の
内
容
等
に
わ
た
る
諸
問
題
を
考
察
す
る
。
御
拝
ツ
ヅ
は
、
琉
球
文
学
研
究
の
開
拓
者
、
田
島
利
三
郎
に
よ
っ
て
琉
球
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
提
示
さ
れ
、
そ
の
後
、
伊
波
普
猷
、
加
藤
三
吾
に
受
け
継
が
れ
な
が
ら
、
小
野
重
朗
、
仲
原
善
忠
以
降
の
研
究
で
は
、
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
田
島
利
三
郎
が
「
琉
球
語
研
究
資
料
」（『
国
光
』
一
九
○
○
年
二
月
十
一
日
臨
時
増
刊
号
。『
琉
球
文
学
研
究
』
青
山
書
店
、
一
九
二
四
年
収
録
）
で
御
拝
ツ
ヅ
を
紹
介
し
た
資
料
以
外
、
新
た
な
資
料
の
収
集
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
後
、
後
述
す
る
六
つ
の
御
拝
ツ
ヅ
が
紹
介
で
き
る
状
況
が
出
来
た
。
そ
れ
に
よ
2
り
、
御
拝
ツ
ヅ
の
担
い
手
と
唱
え
ら
れ
る
場
を
一
定
程
度
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
御
拝
ツ
ヅ
の
位
置
付
け
も
分
か
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
御
拝
ツ
ヅ
を
検
討
し
な
が
ら
御
拝
ツ
ヅ
全
般
に
わ
た
る
問
題
を
考
え
て
い
く
。
以
下
で
は
、
は
じ
め
に
御
拝
ツ
ヅ
を
め
ぐ
る
研
究
史
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
琉
球
語
資
料
・
琉
球
文
学
概
説
に
お
け
る
御
拝
ツ
ヅ
の
位
置
付
け
を
振
り
返
る
。
次
に
、
御
拝
ツ
ヅ
の
特
に
「
ツ
ヅ
」
の
語
義
を
考
察
す
る
。
そ
の
後
、
田
島
が
紹
介
し
た
御
拝
ツ
ヅ
（『
聞
得
大
君
御
殿
御
願
公
事
帳
』）、
新
た
な
資
料
と
し
て
『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
（
尚
家
文
書
1
8
9
）
に
入
る
二
首
の
御
拝
ツ
ヅ
、
朝
拝
儀
礼
で
唱
え
ら
れ
る
御
拝
ツ
ヅ
（「
琉
球
国
王
家
年
中
行
事
正
月
式
之
内
」
所
収
）、
久
高
島
行
幸
で
唱
え
ら
れ
る
「
ほ
く
り
つ
ゝ
」（『
恵
姓
家
譜
（
六
世
友
良
）』
所
収
）、『
百
浦
添
御
普
請
日
記
』（
尚
家
文
書
４
９
８
）
に
入
る
御
拝
ツ
ヅ
を
検
討
し
、〈
ま
と
め
〉
と
し
て
御
拝
ツ
ヅ
の
表
現
や
内
容
、
琉
球
文
学
に
お
け
る
御
拝
ツ
ヅ
の
位
置
付
け
を
考
察
す
る
。
研
究
史
御
拝
ツ
ヅ
を
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
、
田
島
利
三
郎
で
あ
る
。
田
島
は
次
の
よ
う
な
項
目
を
立
て
若
干
の
解
説
を
付
け
て
、
一
例
あ
る
い
は
数
例
の
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
、
お
も
ろ
（
五
首
）　
二
、
お
た
か
べ
の
詞
（
麦
初
種
子
の
時
の
お
た
か
べ
の
詞
）　
三
、
御
拝
つ
ゞ
（
年
頭
御
使
者
3 琉球の御拝ツヅ（ミハイツヅ）
並
思
弟
部
按
司
親
方
部
一
同
三
平
等
の
御
願
の
時
公
事
の
御
拝
つ
ゞ
）　
四
、
碑
文
（
よ
う
ど
れ
の
ひ
の
も
ん
）　
五
、
お
も
い
こ
わ
い
に
や
（
三
首
）　
六
、
歌　
一 
歌
（
ウ
タ
）　
二 
長
歌
短
歌　
三 
仲
風　
四 
口
説　
五 
木
遣　
六 
つ
ら
ね　
七
、
組
踊
（
女
物
狂
）　
先
島
の
歌　
文
字
と
発
音
に
つ
い
て　
　
田
島
の
資
料
の
提
示
は
、
題
名
が
示
す
よ
う
に
あ
く
ま
で
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
で
あ
り
、
琉
球
文
学
研
究
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
「
四
、
碑
文
（
よ
う
ど
れ
の
ひ
の
も
ん
）」
は
琉
球
独
特
の
仮
名
書
き
碑
文
を
取
り
上
げ
、
早
い
時
期
に
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
み
な
ら
ず
古
琉
球
期
の
琉
球
語
資
料
を
広
く
提
示
し
た
功
績
は
大
き
い
。
仮
書
き
碑
文
は
、
オ
モ
ロ
と
同
質
の
平
仮
名
に
よ
る
正
書
法
で
記
し
た
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、「
六
、
歌
」
に
は
、
六
種
の
「
歌
」
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
八
八
八
六
音
の
い
わ
ゆ
る
琉
歌
形
式
の
「
一 
歌
（
ウ
タ
）」
か
ら
八
八
八
八
八
六
音
の
「
二 
長
歌
短
歌
」、
五
五
八
六
、七
五
八
六
、五
七
八
六
と
い
う
上
句
が
大
和
風
の
韻
律
、
下
句
が
琉
球
風
の
韻
律
か
ら
な
る
「
三 
仲
風
」、
多
く
が
七
五
七
五
を
長
く
連
ね
て
道
行
き
の
風
景
等
を
歌
う
「
四 
口
説
」、
八
八
音
を
連
ね
て
建
築
材
を
引
く
時
に
歌
う
「
五 
木
遣
」、
近
代
に
起
こ
っ
た
琉
球
芝
居
の
中
で
手
紙
の
文
面
と
し
て
八
八
音
を
重
ね
て
詠
じ
ら
れ
る
「
六 
つ
ら
ね
」
が
、
提
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
沖
縄
本
島
以
外
の
「
先
島
の
歌
」（
宮
古
島
の
歌
謡
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
評
価
さ
れ
る
。
田
島
の
琉
球
語
資
料
の
紹
介
は
、
仮
名
書
き
碑
文
や
「
先
島
の
歌
」、「
六
、
歌
」
の
「
六 
つ
ら
ね
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
琉
球
期
か
ら
の
琉
球
語
資
料
を
広
く
取
り
上
げ
、
琉
球
語
の
表
現
を
宮
古
八
重
山
を
含
め
た
世
界
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
現
在
的
な
資
料
4
も
含
め
て
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
田
島
が
紹
介
し
た
御
拝
ツ
ヅ
は
、『
聞
得
大
君
御
殿
御
願
公
事
帳
』
を
資
料
と
し
て
い
る
「
年
頭
御
使
者
並
思
弟
部
按
司
親
方
部
一
同
三
平
等
の
御
願
の
時
公
事
の
御
拝
つ
ゞ
」
で
あ
る
。
こ
の
御
拝
ツ
ヅ
は
、
鹿
児
島
に
赴
任
す
る
年
頭
使
等
一
行
が
聞
得
大
君
御
殿
と
三
平
等
の
大
阿
母
志
良
礼
の
殿
内
に
赴
い
て
、
聞
得
大
君
と
三
平
等
の
大
阿
母
志
良
礼
に
対
し
て
唱
え
ら
れ
る
も
の
で
、
口
語
訳
が
付
け
ら
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
田
島
は
「
御
拝
つ
ゞ
」
に
つ
い
て
、
短
い
が
貴
重
な
説
明
を
付
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
祝
文
答
辞
な
ど
い
ふ
も
の
に
似
た
り
。
但
し
、
是
は
上
に
対
し
て
謝
恩
の
意
を
述
ぶ
る
時
に
用
ふ
る
な
り
。
又
城
中
の
、
儀
式
の
時
に
言
ふ
或
る
定
め
ら
れ
た
る
言
葉
を
も
、
御
拝
つ
ゞ
と
い
ふ
由
な
り
。
御
拝
つ
ゞ
は
、
委
曲
に
下
庫
御
双
紙
と
い
ふ
も
の
に
記
載
せ
ら
れ
た
り
と
聞
け
ど
、
余
は
遂
に
其
の
書
を
見
る
こ
と
を
得
ざ
り
き
。
座
喜
味
親
方
の
日
記
、
聞
得
大
君
御
殿
の
記
録
及
び
山
内
盛
熹
氏
に
就
き
て
、
其
の
一
二
を
得
た
る
の
み
な
り
。
田
島
は
御
拝
ツ
ヅ
に
つ
い
て
、
①
「
祝
文
答
辞
な
ど
」
に
似
て
い
る
。
②
「
上
に
対
し
て
謝
恩
の
意
を
述
ぶ
る
時
に
」
用
い
る
。
③
「
城
中
の
、
儀
式
の
時
に
言
ふ
或
る
定
め
ら
れ
た
る
言
葉
」
に
も
、
御
拝
ツ
ヅ
と
い
う
語
は
使
わ
れ
る
。
ま
た
、
④
御
拝
ツ
ヅ
は
「
下
庫
（
裡
）
御
双
紙
」
に
記
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
と
記
し
て
い
る
。
田
島
は
、
御
拝
ツ
5 琉球の御拝ツヅ（ミハイツヅ）
ヅ
を
集
め
よ
う
と
し
た
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、「
一
二
を
得
た
る
の
み
」
と
記
し
て
い
る
。「
一
二
を
得
た
る
の
み
」
と
あ
る
か
ら
、
あ
と
一
首
の
御
拝
ツ
ヅ
を
収
集
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
は
『
聞
得
大
君
御
殿
御
願
公
事
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
た
の
か
、「
座
喜
味
親
方
の
日
記
」
や
「
山
内
盛
熹
氏
」
の
資
料
に
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。「
山
内
盛
熹
氏
」
は
、
琉
球
音
楽
研
究
者
の
山
内
盛
彬
の
祖
父
で
あ
る
。
山
内
盛
熹
は
尚
泰
の
近
習
役
を
勤
め
た
人
物
で
、「
南
島
八
重
垣
」
や
「
野
村
工
工
四
」
の
編
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
（『
沖
縄
県
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
）。
田
島
と
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
御
拝
ツ
ヅ
に
つ
い
て
ふ
れ
た
研
究
者
は
、
伊
波
普
猷
で
あ
る
。
伊
波
が
若
い
時
期
に
書
い
た
「
琉
球
の
歴
史
と
其
言
語
と
」（『
嶽
水
会
雑
誌
』
第
九
号
、
一
九
○
一
年
。『
伊
波
普
猷
全
集
』
第
十
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
）
は
、「
お
も
ろ
／
お
た
か
べ
の
詞
／
御ミフ
エ
ー拝
つ
ゞ
／
碑
文
／
おウ
ム
イ
ク
エ
ー
ニ
ヤ
も
い
こ
わ
い
に
や
／
歌
（
長
歌
・
短
歌
・
仲
風
・
口
説
き
）
／
組
踊
」
と
い
う
よ
う
に
、
琉
球
語
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
項
目
の
立
て
方
自
体
が
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
御
拝
ツ
ヅ
に
つ
い
て
「
一
、
御
拝
つ
ゞ
、
当
時
の
祝
文
答
辞
な
ど
に
似
た
る
者
、
こ
は
上
に
対
し
て
謝
恩
の
意
を
述
ぶ
る
時
に
用
ゐ
る
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
か
ら
と
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る）1
（
。
紹
介
し
て
い
る
御
拝
ツ
ヅ
も
、
田
島
が
紹
介
し
た
御
拝
ツ
ヅ
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
伊
波
が
琉
球
文
学
全
般
に
言
及
し
た
「
日
本
文
学
の
傍
系
と
し
て
の
琉
球
文
学
」（『
日
本
文
学
講
座
』
第
十
巻
、
第
十
一
巻
、
新
潮
社
、
一
九
二
七
年
。『
伊
波
普
猷
全
集
』
第
九
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
五
年
）
で
は
、「
所
謂
南
島
人　
オ
モ
ロ　
ク
ワ
イ
ニ
ヤ　
お
た
か
べ
の
詞
・
御
拝
つ
ゞ
・
ひ
の
も
ん　
琉
歌　
組
踊　
八
重
山
諸
島
の
民
謡　
6
宮
古
諸
島
の
ア
ヤ
ゴ
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
た
論
に
な
っ
て
い
て
、
御
拝
ツ
ヅ
が
オ
タ
カ
ベ
や
碑
文
と
と
も
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
御
拝
ツ
ヅ
の
解
説
は
「
琉
球
の
歴
史
と
其
言
語
と
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
、
同
論
文
は
田
島
が
紹
介
し
た
御
拝
ツ
ヅ
を
引
い
た
後
、「
お
た
か
べ
の
詞
と
御
拝
つ
ゞ
と
は
、
オ
モ
ロ
時
代
か
ら
行
は
れ
た
に
相
違
な
い
か
ら
、
最
初
は
そ
の
用
語
な
ど
も
オ
モ
ロ
の
そ
れ
と
大
差
は
な
か
つ
た
だ
ら
う
が
、
言
語
が
変
遷
し
て
、
所
謂
み
せ
ゝ
る
の
言
葉
（
古
語
）
が
解
し
難
く
な
つ
て
来
た
の
で
、
其
の
都
度
現
代
語
を
そ
れ
に
す
げ
か
へ
て
、
そ
の
原
形
を
失
つ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
。
次
に
琉
球
文
学
全
般
を
解
説
し
た
研
究
者
は
、
加
藤
三
吾
で
あ
る
。
加
藤
は
『
琉
球
の
研
究
』（
自
家
版
〈
印
刷
、
魁
成
舎
〉、
上
巻
一
九
○
六
年
十
月
、
中
巻
同
十
二
月
、
下
巻
一
九
○
七
年
七
月
。
後
に
『
琉
球
の
研
究
』
と
し
て
文
一
路
社
か
ら
一
九
四
一
年
に
出
版
）
で
、
下
巻
「
第
一
章　
沖
縄
の
言
語
」
に
琉
球
文
学
を
「
第
二
章　
神
歌　
一
、
を
も
ろ　
二
、
を
む
い　
三
、
を
が
ん
つ
ゝ
及
を
た
か
べ　
四
、
く
ヮ
い
に
ャ　
　
第
三
章　
琉
歌　
一
、
短
歌　
二
、
仲
風　
三
、
長
歌　
四
、
口
説　
　
第
四
章　
俗
謡　
一
、
押
太
鼓
ふ
し　
二
、
国
頭
さ
ば
く
り　
三
、
子
守
歌　
四
、
童
謡　
五
、
流
行
歌　
　
第
五
章　
戯
曲　
一
、
狂
言　
二
、
組
踊　
　
第
六
章　
和
文
及
和
歌　
一
、
苔
の
下　
二
、
短
歌 
長
歌　
　
第
七
章　
碑
文
、
候
文
及
漢
詩　
一
、
よ
う
と
れ
の
ひ
の
も
ん　
二
、
琉
球
国
新
建
至
聖
廟
記　
三
、
独
物
語　
四
、
御
教
条　
五
、
漢
詩
」
と
し
て
提
示
し
て
い
る）2
（
。
田
島
の
項
目
立
て
と
異
な
り
、
加
藤
の
項
目
立
て
は
「
第
六
章　
和
文
及
和
歌
」「
第
七
章　
碑
文
、
候
文
及
漢
詩
」
が
立
て
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
は
琉
球
語
資
料
と
し
て
の
項
目
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
加
藤
は
、「
琉
球
人
」
に
よ
る
和
歌
和
文
、
漢
詩
文
、
候
文
を
含
め
た
琉
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球
文
学
全
般
を
概
観
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
加
藤
が
示
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
点
は
、
田
島
の
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
が
琉
球
語
資
料
を
並
列
的
に
網
羅
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
加
藤
は
琉
球
文
学
を
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
て
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
の
は
、「
神
歌
」
だ
ろ
う
。「
神
歌
」
と
い
う
分
類
に
「
一
、
を
も
ろ
」
以
下
の
四
つ
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
注
目
点
は
、「
俗
謡
」
を
立
て
て
「
一
、
押
太
鼓
ふ
し　
二
、
国
頭
さ
ば
く
り　
三
、
子
守
歌　
四
、
童
謡　
五
、
流
行
歌
」
を
示
し
、「
戯
曲
」
に
つ
い
て
も
組
踊
だ
け
で
は
な
く
「
一
、
狂
言
」（
琉
狂
言
か
、
明
治
以
降
に
出
来
た
沖
縄
芝
居
か
）
を
立
て
て
、
琉
球
文
学
の
対
象
を
大
き
く
広
げ
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
加
藤
の
「
沖
縄
の
言
語
」
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
初
め
て
琉
球
文
学
が
一
定
の
分
類
の
下
に
広
く
概
括
さ
れ
た
論
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
点
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
研
究
で
あ
る）3
（
。
加
藤
が
示
し
た
御
拝
ツ
ヅ
は
、「
神
歌
」
と
い
う
分
類
の
下
に
オ
タ
カ
ベ
と
と
も
に
ひ
と
つ
の
項
目
で
解
説
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
加
藤
は
そ
れ
を
「
を
が
ん
つ
ゝ
及
を
た
か
べ
」
と
し
て
い
る
。「
を
が
ん
つ
ゝ
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
伊
波
が
「
琉
球
の
歴
史
と
其
言
語
と
」
で
「
御ミフ
エ
ー拝
つ
ゞ
」
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
お
り
、
ま
た
後
述
す
る
『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
の
「
御
茶
飯
」
儀
礼
の
記
事
で
も
、「
御
拝
つ
ゝ
」
を
「
み
は
い
つ
ゝ
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
を
が
ん
つ
ゝ
」
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
言
い
方
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
加
藤
は
「
を
が
ん
つ
ゝ
及
を
た
か
べ
」
で
、「
オ
ガ
ン
ツ
ヽ
は
、
城
中
で
祝
の
儀
式
に
、
神
職
が
神
に
謝
す
る
詞
で
、
オ
タ
カ
ベ
は
、
ノ
ロ
等
が
神
に
告
げ
又
は
願
ふ
時
に
唱
ふ
る
詞
で
8
あ
る
。
其
語
は
共
に
オ
モ
ロ
よ
り
も
オ
ム
イ
よ
り
も
更
に
通
俗
で
あ
る
が
、
多
少
の
古
言
を
交
へ
て
を
る
の
で
、
尚
ほ
カ
ミ
ン
チ
ュ
ク
ド
ゥ
バ
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
田
島
が
紹
介
し
た
「
御
拝
つ
ゞ
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
加
藤
に
し
て
も
、
新
た
な
御
拝
ツ
ヅ
の
収
集
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
田
島
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
御
拝
ツ
ヅ
を
記
し
た
資
料
を
容
易
に
目
に
す
る
機
会
が
持
て
な
い
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、『
琉
球
の
研
究
』
に
田
島
が
紹
介
し
た
御
拝
ツ
ヅ
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
加
藤
が
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
を
読
ん
で
書
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
御
拝
ツ
ヅ
を
田
島
が
「
上
に
対
し
て
謝
恩
の
意
を
述
ぶ
る
時
に
」
用
い
る
と
し
た
の
を
、
加
藤
が
「
神
職
が
神
に
謝
す
る
詞
」
と
言
い
換
え
て
い
る
の
は
、
果
た
し
て
正
し
い
の
か
。
加
藤
は
御
拝
ツ
ヅ
を
オ
タ
カ
ベ
と
と
も
に
捉
え
て
い
る
こ
と
で
、
ど
ち
ら
も
神
職
者
や
ノ
ロ
等
が
神
に
対
し
て
謝
す
る
、
あ
る
い
は
願
う
詞
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
資
料
を
具
体
的
に
検
討
す
る
中
で
問
題
に
す
る
。
な
お
、
加
藤
が
「
其
語
は
共
に
オ
モ
ロ
よ
り
も
オ
ム
イ
よ
り
も
更
に
通
俗
で
あ
る
が
、
多
少
の
古
言
を
交
へ
て
を
る
の
で
、
尚
ほ
カ
ミ
ン
チ
ュ
ク
ド
ゥ
バ
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
記
す
の
は
、
伊
波
が
「
日
本
文
学
の
傍
系
と
し
て
の
琉
球
文
学
」
で
「
言
語
が
変
遷
し
て
、
所
謂
み
せ
ゝ
る
の
言
葉
（
古
語
）
が
解
し
難
く
な
つ
て
来
た
の
で
、
其
の
都
度
現
代
語
を
そ
れ
に
す
げ
か
へ
て
、
そ
の
原
形
を
失
つ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
指
摘
と
重
な
る
。
さ
て
、
次
に
書
か
れ
た
琉
球
文
学
の
概
説
は
、
小
野
重
朗
の
『
琉
球
文
学
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
三
年
）
で
あ
る
。『
琉
球
文
学
』
は
、
一
冊
の
単
行
本
と
し
て
書
か
れ
た
初
め
て
の
本
格
的
な
琉
球
文
学
の
解
説
書
で
あ
る
。
全
体
を
「
第
一
章 
歴
史
的
な
概
観　
第
二
章 
お
も
ろ　
第
三
章 
く
わ
い
に
や　
第
四
章 
う
た　
第
五
章 
く
み
を
ど
り
」
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と
い
う
構
成
で
琉
球
文
学
を
概
説
し
て
い
る
。『
琉
球
文
学
』
は
加
藤
が
提
示
し
た
「
琉
球
人
」
に
よ
る
和
歌
和
文
、
漢
詩
文
、
候
文
を
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
点
、
ま
た
、
当
時
の
現
在
的
な
文
学
を
対
象
か
ら
除
い
て
い
る
点
は
惜
し
ま
れ
る
が
、
そ
の
分
、
琉
球
文
学
の
中
心
を
「
お
も
ろ
／
く
わ
い
に
や
／
う
た
／
く
み
を
ど
り
」
と
い
う
四
分
類
の
構
成
で
示
し
、
全
体
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
る
。
そ
の
分
類
は
、
形
態
を
基
準
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、
加
藤
が
「
を
も
ろ
」
も
「
く
ヮ
い
に
ャ
」
も
「
神
歌
」
の
下
に
並
列
的
に
置
い
て
い
る
が
、
小
野
は
「
お
も
ろ
」
と
「
く
わ
い
に
や
」
を
別
の
分
類
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
お
も
ろ
」
に
は
「
繰
返
」（「
反
復
」）
の
詞
章
が
あ
っ
て
、
「
く
わ
い
に
や
」
と
は
異
な
る
歌
謡
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
小
野
は
「
く
わ
い
に
や
と
現
在
よ
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
の
作
ら
れ
た
年
代
は
古
い
お
も
ろ
に
比
べ
て
余
程
新
し
い
も
の
で
あ
る
ら
し
い
が
、
く
わ
い
に
や
的
詩
形
の
歌
謡
は
お
も
ろ
と
共
に
又
は
そ
れ
よ
り
も
も
つ
と
古
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
く
わ
い
に
や
的
詩
形
が
、
沖
縄
歌
謡
の
母
胎
を
な
す
も
の
で
あ
つ
て
、
お
も
ろ
は
こ
の
詩
形
か
ら
分
枝
発
達
（
く
わ
い
に
や
詩
形
の
囃
子
詞
が
長
く
な
り
抒
情
的
即
興
的
に
な
つ
た
の
が
お
も
ろ
で
あ
る
）
し
た
も
の
で
あ
り
、
お
も
ろ
が
衰
へ
て
し
ま
つ
て
も
こ
の
詩
形
は
滅
び
な
い
で
、
ず
つ
と
後
ま
で
続
き
、
遙
か
の
離
島
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
小
野
は
資
料
に
記
さ
れ
た
年
紀
に
よ
っ
て
歌
謡
の
新
旧
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
歌
謡
の
表
現
形
態
に
よ
り
文
学
史
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
小
野
の
勝
れ
た
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
小
野
の
形
態
に
基
づ
く
分
類
法
は
、
世
礼
国
男
の
「
琉
球
音
楽
歌
謡
史
論
」（『
琉
球
新
報
』
一
九
四
○
年
）
等
に
よ
る
勝
れ
た
研
究
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
い）4
（
。
そ
の
小
野
が
御
拝
ツ
ヅ
を
ど
う
扱
っ
て
い
る
か
だ
が
、「
く
わ
い
に
や
」
を
「（
1
）
く
わ
い
に
や
的
詩
形　
（
2
）
10
み
せ
せ
る
・
お
た
か
べ　
（
3
）
く
わ
い
に
や　
（
4
）
あ
や
ご
（
宮
古
島
古
謡
）　
（
5
）
ゆ
ん
た
（
八
重
山
古
謠
）」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
解
説
し
て
い
て
、
御
拝
ツ
ヅ
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
小
野
は
戦
後
の
琉
球
文
学
研
究
で
も
活
躍
し
、『
南
島
歌
謡
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
七
年
）
を
出
す
が
、
や
は
り
御
拝
ツ
ヅ
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
実
は
、
戦
後
の
琉
球
文
学
研
究
を
牽
引
し
た
仲
原
善
忠
の
「
琉
球
の
文
学
」（『
岩
波
講
座　
日
本
文
学
史
』
第
十
六
巻
、
一
九
五
九
年
）
で
も
そ
の
構
成
は
、「
一
、
古
琉
球
の
日
本
文
学　
二
、
琉
球
の
文
学　
三
、
お
も
ろ
（
1
）　
四
、
お
も
ろ
（
2
）　
五
、
お
も
ろ
（
3
）　
六
、
こ
い
な　
七
、
み
せ
せ
る
そ
の
他
の
唱
え
も
の　
八
、
琉
歌　
九
、
組
踊
と
脚
本
」
で
あ
り
、「
七
、
み
せ
せ
る
そ
の
他
の
唱
え
も
の
」
の
中
で
も
オ
タ
カ
ベ
は
資
料
が
引
か
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
て
も
、
御
拝
ツ
ヅ
へ
の
言
及
は
な
い
。
ま
た
、
仲
原
が
琉
球
文
学
の
中
の
口
承
文
学
を
概
観
し
た
「
口
承
文
芸
」（『
日
本
民
俗
学
大
系
』
第
十
二
巻
、
一
九
五
九
年
）
も
「
一　
古
い
謡
い
物　
1
お
も
ろ　
2
こ
い
な　
　
二　
古
い
唱
え
物　
み
せ
せ
る　
お
た
か
べ
言　
ま
じ
な
い
言　
　
三　
琉
歌
」
と
な
っ
て
い
て
、
御
拝
ツ
ヅ
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
仲
原
の
研
究
に
影
響
を
受
け
た
外
間
守
善
の
論
文
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る）5
（
。
こ
れ
ま
で
の
御
拝
ツ
ヅ
の
取
り
扱
い
は
、
田
島
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
と
伊
波
「
琉
球
の
歴
史
と
其
言
語
と
」
が
、
御
拝
ツ
ヅ
と
オ
タ
カ
ベ
を
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
項
目
を
立
て
て
取
り
扱
い
、
次
の
加
藤
の
『
琉
球
の
研
究
』
と
伊
波
の
「
日
本
文
学
の
傍
系
と
し
て
の
琉
球
文
学
」
は
、
御
拝
ツ
ヅ
と
オ
タ
カ
ベ
等
を
ひ
と
つ
の
項
目
に
ま
と
め
て
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
小
野
や
仲
原
の
研
究
に
な
る
と
御
拝
ツ
ヅ
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
く
な
り
、
御
拝
ツ
ヅ
に
替
わ
る
よ
う
に
ミ
セ
ゼ
ル
が
オ
タ
カ
ベ
と
と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
が
興
味
深
い
。
そ
の
理
由
と
考
え
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ら
れ
る
の
は
、
御
拝
ツ
ヅ
の
収
集
が
進
ま
ず
琉
球
文
学
に
お
け
る
位
置
が
小
さ
い
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
オ
タ
カ
ベ
等
の
唱
え
も
の
が
古
い
文
学
（
原
初
的
な
文
学
）
だ
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ミ
セ
ゼ
ル
が
注
目
さ
れ
だ
し
た
こ
と
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
小
野
は
『
琉
球
文
学
』
で
、「
み
せ
せ
る
は
又
み
す
ず
り
と
も
言
は
れ
て
、
神
の
託
宣
の
意
で
あ
る
。（
途
中
省
略
）
女
神
官
に
神
懸
り
し
、
人
々
を
祝
福
し
、
鞭
撻
し
、
忠
告
を
与
へ
給
う
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
神
の
心
、
神
の
言
葉
を
神
懸
つ
た
女
神
官
が
述
べ
る
の
が
み
せ
せ
る
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
ミ
セ
ゼ
ル
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
加
藤
が
「
其
語
は
共
に
オ
モ
ロ
よ
り
も
オ
ム
イ
よ
り
も
更
に
通
俗
で
あ
る
」
や
伊
波
が
「
現
代
語
を
そ
れ
に
す
げ
か
へ
て
、
そ
の
原
形
を
失
つ
た
の
で
あ
ろ
う
」
な
ど
と
述
べ
た
御
拝
ツ
ヅ
が
、
唱
え
も
の
で
あ
っ
て
も
古
い
文
学
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
唱
え
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ミ
セ
ゼ
ル
を
文
学
の
原
初
に
置
き
、
こ
れ
を
唱
え
も
の
の
中
心
に
置
く
研
究
動
向
の
中
で
、
御
拝
ツ
ヅ
の
位
置
付
け
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
田
島
が
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
で
示
し
た
唯
一
の
御
拝
ツ
ヅ
以
外
、
新
た
な
御
拝
ツ
ヅ
の
提
示
が
な
い
な
か
で
、
琉
球
文
学
の
研
究
動
向
と
と
も
に
御
拝
ツ
ヅ
へ
の
言
及
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
が
、
池
宮
正
治
は
「
琉
球
文
学
総
論
」
（『
岩
波
講
座　
日
本
文
学
史　
琉
球
文
学
、
沖
縄
の
文
学
』
第
十
五
巻
、
一
九
九
六
年
所
収
。
後
に
『
琉
球
文
学
総
論
』
笠
間
書
院
、
二
○
一
五
年
所
収
）
で
、
琉
球
文
学
を
「
は
じ
め
に　
一 
古
謡　
二 
物
語
歌
謡　
三 
短
詩
形
歌
謡
（
抒
情
詩
）　
四 
劇
文
学　
五 
和
文
学　
六 
漢
文
学　
七 
沖
縄
文
学
」
と
概
観
し
、「
一 
古
謠
」
を
「
お
も
り　
み
せ
ぜ
る　
こ
い
な　
て
る
こ
口　
の
だ
て
ご
と　
お
た
か
べ　
テ
ィ
ル
ル　
御
拝
つ
づ　
お
も
ろ
さ
う
し
・
お
も
ろ
」
12
と
し
て
、「
御
拝
つ
づ
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
池
宮
は
「
琉
球
国
王
家
年
中
行
事
正
月
式
之
内
」
の
中
に
記
さ
れ
た
「
御
拝
つ
づ
」
を
紹
介
し
、
東
恩
納
寛
惇
が
「
琉
球
国
王
の
即
位
の
宣
命
」）6
（
と
し
た
「
宣
命
」
も
御
拝
ツ
ヅ
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
御
拝
ツ
ヅ
の
語
義
に
つ
い
て
も
、
オ
モ
ロ
の
第
十
三
―
七
八
七
「
つ
つ　
取と
り
交きや
わ
ち
へ
」
や
八
重
山
の
雨
乞
い
歌
「
雨
乞
い
の
つ
づ
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。
池
宮
論
文
は
、
田
島
が
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
が
紹
介
し
た
以
降
、
御
拝
ツ
ヅ
の
新
た
な
資
料
を
紹
介
し
て
御
拝
ツ
ヅ
に
言
及
し
た
唯
一
の
論
文
だ
と
い
え
る
。
御
拝
ツ
ヅ
の
語
義
御
拝
ツ
ヅ
の
語
義
は
、
な
に
か
。
特
に
〈
ツ
ヅ
〉
の
語
義
が
な
に
か
。
御
拝
ツ
ヅ
を
考
え
る
際
、
そ
の
語
義
を
探
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。〈
ツ
ヅ
〉
を
考
え
る
の
に
参
考
に
な
る
の
は
、
池
宮
が
「
琉
球
文
学
総
論
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
第
十
三
̶
七
八
七
「
一
聞きこ
へ
精せ
の
君きみ
と　
つ
つ　
取と
り
交きや
わ
ち
へ　
又
鳴と
響よ
む
精せ
の
君きみ
と　
（
つ
つ　
取と
り
交きや
わ
ち
へ
）　
又
精せ
の
君きみ
が
御おう
船ね
や　
鷲わし
が
舞ま
や
い
富とみ　
又
按あ
司ぢ
襲おそ
い
が
御おう
船ね
や　
げ
ら
へ
島しま
討う
ち
富とみ　
又
鷲わし
が
舞ま
や
い
富とみ
と　
げ
ら
へ
島しま
討う
ち
富とみ
と
」
の
「
つ
つ
」
の
事
例
で
あ
る
。
オ
モ
ロ
は
、
王
府
が
派
遣
し
た
船
を
謡
っ
た
ウ
タ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
オ
モ
ロ
に
は
反
復
部
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、「
精せ
の
君きみ
」
と
誰
（
何
）
と
が
「
つ
つ
」
を
「
取と
り
交きや
わ
ち
へ
」
と
い
う
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
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一
九
九
五
年
）
は
、
第
十
三
―
七
八
七
を
用
例
に
す
る
「
つ
つ
」
を
「
霊
力
。
神
霊
」
と
し
て
い
る
。
外
に
『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』
に
入
る
伊
平
屋
島
の
ミ
セ
ゼ
ル
を
用
例
と
し
て
、「
未
詳
語
。
仲
立
ち
と
い
っ
た
意
味
ら
し
い
」
と
す
る
別
の
「
つ
つ
」
の
項
目
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
ミ
セ
ゼ
ル
は
「
四
九 
天
ち
く
に　
五
○ 
雨
ち
く
に　
五
一 
な
か　
と
り
や
い　
五
二 
つ
　ゝ
も
き
や
い 
五
三 
相
手
な
て　
五
四 
つ
ぼ
こ
な
て 
」（
ミ
セ
ゼ
ル
15
）
で
、『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅰ　
沖
縄
篇
』
は
「
天
ぢ
く
に　
天あめ
ぢ
く
に　
中
を
取
っ
て　
継
ぎ
を
持
っ
て　
相
手
に
な
っ
て　
つ
ぼ
こ
〈
対
座
〉
に
な
っ
て
」
と
口
語
訳
を
付
け
て
い
る）7
（
。
伊
平
屋
島
の
ミ
セ
ゼ
ル
に
は
、
ミ
セ
ゼ
ル
5
に
も
同
じ
表
現
と
理
解
さ
れ
る
用
例
が
あ
り
、
さ
ら
に
ミ
セ
ゼ
ル
8
に
「
四
六 
あ
ふ
ゑ
せ
ず　
四
七 
よ
や
げ
せ
ど　
四
八 
な
か　
と
や
へ　
四
九 
つ
　ゞ
も
き
や
へ　
五
○ 
大
ぬ
し
に　
五
一 
き
み
き
よ
ら
に　
五
二 
し
ら
れ
ら
ば　
五
三 
の
だ
て
ら
ば
」
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
つ
ゝ
（
つ
ゞ
）」
は
「
な
か
」
を
対
語
と
し
て
お
り
、『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』
の
解
釈
は
「
な
か
」
と
の
対
語
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
つ
ゝ
（
つ
ゞ
）」
を
〈
継
ぎ
〉
と
し
た
口
語
訳
は
ど
う
か
。
ミ
セ
ゼ
ル
5
の
表
記
が
「
つ
ぐ
」
と
あ
る
こ
と
と
、
対
語
が
「
な
か
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
解
釈
だ
と
推
測
す
る
が
、
ミ
セ
ゼ
ル
5
の
出
典
は
『
女
官
御
双
紙
』
で
あ
り
、
こ
れ
が
平
仮
名
表
記
で
あ
る
と
す
る
と
（
古
写
本
は
現
存
し
な
い
）
踊
り
字
「
ゞ
」
と
平
仮
名
「
ぐ
」
の
区
分
は
曖
昧
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、『
琉
球
国
由
来
記
』（
カ
タ
カ
ナ
表
記
）
を
出
典
と
す
る
ミ
セ
ゼ
ル
8
や
15
の
表
記
を
重
ん
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、「
も
き
や
い
」
は
「
持
っ
て
」
で
は
な
く
、〈
向
き
合
い
〉
あ
る
い
は
〈
向
き
遣
り
〉
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
五
一 
な
か
と
り
や
い　
五
二 
つ
ゝ
も
き
や
い
」
は
「
中
取
り
合
い
（
取
り
遣
り
）　
ツ
ヅ
向
き
合
い
（
向
き
遣
14
り
）」
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ツ
ヅ
は
オ
モ
ロ
の
「
つ
つ
」
と
同
じ
語
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
「
つ
つ
」
に
つ
い
て
は
他
に
用
例
が
な
く
、
こ
れ
以
上
の
言
及
は
出
来
な
い
。
ま
た
、
オ
モ
ロ
に
は
〈
取
り
交
わ
す
〉
の
用
例
は
こ
の
一
例
し
か
な
い
。
た
だ
、
第
十
三
―
七
八
七
の
表
現
と
近
い
と
思
わ
れ
る
用
例
は
、
第
一
―
一
六
「
又
照て
る
か
は
と　
と
声こゑ　
遣や
り
交かわ
わ
ち
へ　
又
照て
る
し
の
と　
ゑ
り
ぢ
よ　
遣や
り
交かわ
わ
ち
へ
」、
第
六
―
二
九
二
他
「
又
聞きこ
得へ
大
君ぎみ
ち
よ　
ゑ
り
ぢ
よ　
遣や
り
交かわ
わ
ち
へ
」、
第
十
二
―
七
二
四
他
「
又
聞きこ
得へ
大
君ぎみ
と　
と
声こゑ　
遣や
り
交かわ
わ
ち
へ　
又
鳴と
響よ
む
精せ
高だか
子こ
と　
ゑ
り
ぢ
よ　
遣や
り
交かわ
わ
ち
へ
」、
第
七
―
三
四
七
「
て
だ
照て
る
か
は
と　
と
声こへ　
遣や
り
交かわ
わ
ち
へ
」、
第
七
―
三
六
二
「
聞き
得こゑ
大
君ぎみ
ち
よ　
て
だ
照て
る
か
は
と　
と
声こゑ　
遣や
り
交かわ
わ
ち
へ
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
〈
神
女
、
あ
る
い
は
神
〉
＋
〈
と
〉
＋
〈
と
声
／
ゑ
り
ぢ
よ
〉
＋
〈
遣
り
交
わ
ち
へ
〉
と
い
う
表
現
が
取
り
出
せ
る
。〈
と
声
／
ゑ
り
ぢ
よ
〉
は
、
オ
モ
ロ
以
外
に
『
久
米
仲
里
旧
記
』
に
あ
る
オ
タ
カ
ベ
、
ク
ェ
ー
ナ
に
も
い
く
つ
か
の
用
例
が
み
え
る
。
そ
の
一
部
を
示
す
と
、「
五
八 
黒
ま
ん
の
司　
五
九 
ま
き
ま
ん
の
司　
六
○ 
た
う
さ
き
の
司　
六
一 
た
ん
じ
や
く
の
司
と　
六
二 
と
ご
ゑ　
六
三 
ゑ
り
ぢ
よ　
あ
わ
ち
へ
」（
オ
タ
カ
ベ
2
）、「
五
五 
大
て
だ　
五
六 
世
の
て
だ
か
な
し
と　
五
七 
と
ご
ゑ　
五
八 
ゑ
り
ぢ
よ　
あ
は
せ
め
し
わ
ろ
」（
オ
タ
カ
ベ
3
）、「
三
二 
や
し
の
し
ゆ　
三
三 
い
な
ば
し
ゆ
と　
三
四 
御
ぜ
ち　
あ
わ
せ
め
し
よ
わ
ち
へ　
三
五 
ゑ
り
ぢ
よ　
三
六 
と
こ
ゑ　
あ
わ
ち
へ
」（
オ
タ
カ
ベ
14
）、「
二
六 
天
に
て
る
て
ろ
か
は　
二
七 
だ
し
ま
て
る
て
る
し
に
ふ
と　
二
八 
と
こ
ゑ
あ
は
せ
め
し
や
う
れ　
二
九 
ゑ
り
ぢ
よ
あ
は
せ
（
め
し
や
う
れ
）」（
ク
ェ
ー
ナ
1
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
、
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〈
神
〉
＋
〈
と
〉
＋
〈
と
声
／
ゑ
り
ぢ
よ
〉
＋
〈
合
わ
せ
る
〉
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
オ
タ
カ
ベ
14
の
用
例
は
、
「
三
四 
御
ぜ
ち　
あ
わ
せ
め
し
よ
わ
ち
へ
」（
御
セ
ヂ
合
わ
せ
な
さ
っ
て
）
と
「
三
五 
ゑ
り
ぢ
よ　
三
六 
と
こ
ゑ　
あ
わ
ち
へ
（
め
し
や
う
れ
）」（
ゑ
り
ぢ
よ
、
と
声
合
わ
せ
て
な
さ
っ
て
）
と
が
対
句
に
な
っ
て
お
り
興
味
深
い
。
こ
の
オ
タ
カ
ベ
、
ク
ェ
ー
ナ
に
あ
る
表
現
パ
タ
ー
ン
は
、
オ
モ
ロ
に
も
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
第
十
四
―
一
○
一
一
に
「
吾あ
が
な
さ
と　
御み
声こゑ　
合あ
わ
さ
た
な
／
吾あ
が
な
さ
と　
ゑ
り
ぢ
よ　
合あ
わ
さ
た
な
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
と
声こゑ
」
の
対
語
と
し
て
、「
御
事
」（「
御お
言こと
」）
も
あ
る
。
そ
の
用
例
は
、
第
三
―
九
六
「
又
久く
米め
の
君きみ
南は
風ゑ
に　
御お
言こと　
遣や
り
よ
わ
遣や
り
」、
第
三
―
一
○
○
他
「
照て
る
か
は
と　
行よ
き
合や
て　
御お
言こと　
合あ
わ
し
よ
わ
ち
へ
」、
第
六
―
三
四
四
「（
聞
得
大
君
は
）
御お
言こと　
合あ
わ
し
よ
わ
ち
へ
」
が
あ
る
。〈
御
言
〉
の
用
例
に
も
、〈
御
声
／
ゑ
り
ぢ
よ
〉
と
同
様
〈
遣
る
〉〈
合
わ
す
〉
に
続
く
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
ミ
セ
ゼ
ル
に
も
用
例
が
あ
り
、「
九
九 
ま
き
〔
を
〕
や
ぜ
る
大
こ
ろ　
一
○
○ 
く
だ
〔
や
〕
せ
る
も
り
や
へ
ち
よ　
一
○
一 
む
か
い
よ
は
ち
へ　
一
○
二 
い
ま
い
よ
は
ち
へ　
一
○
三 
お
こ
と　
あ
は
ち
へ　
一
○
四 
真
こ
と　
あ
は
ち
へ
」（
ミ
セ
ゼ
ル
3
、
12
）、「
七
七 
大
ご
ろ
よ　
七
八 
も
り
や
い
き
よ　
七
九 
こ
の
た
び
や　
八
○ 
こ
の
ち
や
や　
八
一 
御
言　
あ
わ
ち
へ　
八
二 
と
ん
ご
わ
い　
あ
わ
ち
へ
」（
ミ
セ
ゼ
ル
13
）
が
あ
る
。「
八
二 
と
ん
ご
わ
い
」
は
、
オ
モ
ロ
の
〈
と
声
〉
だ
ろ
う
。
ミ
セ
ゼ
ル
の
用
例
も
オ
モ
ロ
の
用
例
同
様
、〈
御
言
〉
＋
〈
合
わ
せ
る
〉
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。〈
御
言
〉
は
こ
の
外
に
、
第
十
二
―
六
九
四
・
六
九
五
他
「
按あん
司じ
襲おそ
い
が　
御お
言こと
」、
第
四
―
二
○
三
他
「
照て
る
か
は
が　
御お
言こと
／
照て
る
し
の
が　
御お
言こと
」
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
こ
の
用
例
は
、
古
琉
球
期
の
平
仮
名
辞
令
書
の
冒
頭
の
句
「
し
よ
り
の
御
ミ
言
」
の
16
「
御
ミ
言
」
と
も
通
じ
て
、〈
照
る
か
は
／
照
る
し
の
〉、
あ
る
い
は
国
王
の
命
令
と
い
う
意
に
傾
い
た
用
例
だ
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
用
例
は
、〈
と
声
〉〈
ゑ
り
ぢ
よ
〉〈
み
声
〉
に
は
見
ら
れ
な
い
用
例
で
あ
る
。
な
お
、「
お
こ
と
」
は
『
混
効
験
集
』
で
は
「
御
言
葉
な
り
」、「
言
葉
聞
書
」
で
は
「
思
言
也
」
と
し
て
い
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
再
び
〈
ツ
ヅ
〉
の
語
義
に
戻
る
と
、『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』
が
第
十
三
―
七
八
七
を
用
例
に
し
て
、「
つ
つ
」
を
「
霊
力
。
神
霊
」
と
し
た
解
釈
は
妥
当
な
の
か
。
例
え
ば
、「
霊
力
」
を
代
表
す
る
語
で
あ
る
「
せ
ぢ
」
の
用
例
は
、
第
四
―
一
七
五
に
「
せ
ぢ　
遣や
ら
ば
」、
第
五
―
二
三
八
に
「
せ
ぢ　
遣や
り
遣や
り　
ち
よ
わ
れ
」
が
あ
っ
て
、〈
と
声
／
ゑ
り
ぢ
よ
〉
と
同
様
、〈
遣
る
〉
に
続
く
表
現
が
あ
る
。
し
か
し
、「
せ
ぢ
」
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
が
「
せ
ぢ　
勝まさ
り
」
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
え
る
と
、〈
ツ
ヅ
〉
の
語
義
は
、〈
神
女
、
あ
る
い
は
神
〉
＋
〈
と
〉
＋
〈
と
声
／
ゑ
り
ぢ
よ
〉
＋
〈
遣
り
交
わ
ち
へ
〉
と
い
う
表
現
パ
タ
ー
ン
が
抽
出
で
き
る
〈
と
声
／
ゑ
り
ぢ
よ
〉、
ま
た
〈
み
声
〉
あ
る
い
は
〈
御
言
〉
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』
は
、「
ゑ
り
じ
ょ
」
に
つ
い
て
「
美
し
い
声
。
美
し
い
言
葉
」
と
し
て
い
る
が
、
神
と
神
女
、
神
女
と
神
女
と
の
間
で
交
わ
し
合
い
交
換
（
交
感
）
す
る
聖
な
る
言
葉
、
特
殊
な
言
葉
と
い
う
意
味
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
美
し
い
声
。
美
し
い
言
葉
」
と
い
う
よ
り
も
、
聖
な
る
言
葉
、
特
殊
な
言
葉
の
交
換
（
交
感
）
故
に
霊
的
力
が
付
与
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
霊
力
が
顕
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
る
と
考
え
る）8
（
。
先
に
オ
タ
カ
ベ
14
の
用
例
は
、「
三
四 
御
ぜ
ち　
あ
わ
せ
め
し
よ
わ
ち
へ
」
と
「
三
五 
ゑ
り
ぢ
よ　
三
六 
と
こ
ゑ　
あ
わ
ち
へ
（
め
し
や
う
れ
）」
と
が
対
句
に
な
っ
て
い
た
が
、「
ゑ
り
ぢ
よ
／
と
こ
ゑ
」
を
合
わ
す
こ
と
と
、「
御
ぜ
ち
」
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（
御
セ
ヂ
）
を
合
わ
す
こ
と
と
が
同
義
的
な
意
味
を
持
つ
の
は
、「
ゑ
り
ぢ
よ
」
が
聖
な
る
言
葉
を
意
味
し
霊
的
な
力
を
内
包
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、〈
ゑ
り
ぢ
よ
〉〈
と
声
〉〈
み
声
〉〈
御
言
〉
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
ち
な
が
ら
、
神
と
神
女
が
、
ま
た
神
女
と
神
女
が
、
あ
る
い
は
神
（
神
女
）
と
男
性
貴
人
が
、
遣
り
交
わ
す
、
合
わ
せ
合
う
聖
な
る
言
葉
、
特
殊
な
言
葉
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
語
で
は
な
い
か
。〈
ツ
ヅ
〉
の
語
義
も
、〈
と
声
〉
や
〈
ゑ
り
ぢ
よ
〉
と
同
じ
く
、
聖
な
る
言
葉
、
特
殊
な
言
葉
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
語
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
伊
平
屋
島
の
ミ
セ
ゼ
ル
15
「
四
八 
な
か　
と
や
へ　
四
九 
つ
　ゞ
も
き
や
へ
」
も
、
仲
介
者
を
介
し
て
、
聖
な
る
言
葉
と
向
き
合
っ
て
、
と
い
う
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
奇
し
く
も
、〈
つ
づ
〉〈
ゑ
り
ぢ
よ
〉、
あ
る
い
は
〈
と
声
〉
は
、
俄
に
は
そ
の
語
義
が
推
し
量
れ
な
い
語
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
語
は
、
伊
波
が
い
う
「
所
謂
み
せ
ゝ
る
の
言
葉
」（「
日
本
文
学
の
傍
系
と
し
て
の
琉
球
文
学
」）、
加
藤
の
い
う
「
カ
ミ
ン
チ
ュ
ク
ド
ゥ
バ
」（『
琉
球
の
研
究
』）
で
あ
り
、
そ
れ
が
古
語
で
あ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
特
殊
な
語
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
池
宮
は
八
重
山
の
雨
乞
い
歌
の
ひ
と
つ
「
雨
乞
い
チ
ィ
ジ
ィ
」
の
「
チ
ィ
ジ
ィ
」
が
、
御
拝
ツ
ヅ
の
ツ
ヅ
と
関
連
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
。
尚
家
文
書
に
あ
る
「
雨
乞
日
記
」（
第
四
七
七
号
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
に
は
、
首
里
王
府
の
儀
典
官
で
あ
る
「
勢
頭
」
が
首
里
グ
ス
ク
の
御
庭
と
聞
得
大
君
御
殿
の
御
庭
で
「
雨
乞
歌
」
を
謡
う
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
歌
詞
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ウ
タ
は
、「
雨
乞
い
チ
ィ
ジ
ィ
」
と
共
通
す
る
歌
詞
が
あ
る
。「
雨
乞
い
チ
ィ
ジ
ィ
」
は
八
重
山
の
士
族
が
謡
う
雨
乞
い
歌
で
あ
り
、
八
重
山
の
士
族
が
「
勢
18
頭
」
が
謡
う
「
雨
乞
歌
」
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
充
分
に
あ
る）9
（
。
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
「
勢
頭
」
が
謡
う
「
雨
乞
歌
」
を
「
雨
乞
い
ツ
ヅ
」
と
い
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ツ
ヅ
は
御
拝
ツ
ヅ
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。御
拝
ツ
ヅ
の
事
例
Ⅰ
田
島
利
三
郎
が
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
で
紹
介
し
た
御
拝
ツ
ヅ
。
田
島
が
紹
介
し
た
御
拝
ツ
ヅ
は
、『
聞
得
大
君
御
殿
御
願
公
事
帳
』
か
ら
と
っ
た
と
す
る
次
の
「
年
頭
御
使
者
並
思
弟
部
按
司
親
方
部
一
同
三
平
等
の
御
願
の
時
公
事
の
御
拝
つ
ゞ
」
で
あ
る）10
（
。
A　
み
お
う
み
の
け
や
べ
ら
。
御
願
人
数
の
ど
み
お
う
み
の
け
ら
し
む
し
や
い
べ
る
。
け
ふ
の
よ
か
る
ひ
よ
ひ
に
、
み
お
や
だ
い
り
御
願
を
が
み
や
べ
す
に
、
大
こ
お
り
の
御
座
敷
を
が
ま
れ
め
し
や
う
ち
、
お
の
う
へ
に
、
美
御
扚𣏐
お
た
ぼ
い
め
し
よ
わ
ち
、
も
ゝ
す
で
、
す
で
ら
し
め
し
や
う
ち
、
附
々
の
も
の
ま
で
、
御
酒
お
た
ば
い
め
し
よ
わ
ち
、
も
ゝ
ず
で
す
で
ら
し
め
し
や
う
ち
、
此
御
恩
た
う
と
さ
や
聞
得
大
君
美
御
前
加
那
志
、
と
も
ゝ
と
、
と
百
さ
を
が
ま
れ
め
し
や
う
る
お
が
ほ
う
、
思
子
お
す
で
も
の
ゝ
、
と
も
ゝ
す
へ
の
お
が
ほ
う
よ
る
む
ひ
る
む
か
め
ね
が
ひ
し
ち
よ
て
、
み
お
や
だ
い
り
や
、
き
も
す
い
、
た
い
す
い
、
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が
ら
め
き
み
や
す
ら
ん
、
た
い
て
と
、
悉
皆
の
御
拝
、
み
お
う
み
の
け
し
む
し
や
い
る
。
（
申
し
上
げ
奉
り
ま
し
ょ
う
。
御
祈
願
す
る
者
こ
そ
が
申
し
上
げ
奉
り
ま
す
。
今
日
の
良
き
日
に
、
公
務
の
御
祈
願
を
い
た
し
ま
す
こ
と
に
、〈
聞
得
大
君
御
殿
の
〉
大
庫
裡
を
拝
謁
な
さ
れ
、
そ
の
上
に
、
御
盃
を
下
さ
れ
な
さ
っ
て
、
百
の
若
返
り
を
さ
せ
な
さ
っ
て
、
従
者
の
者
ま
で
も
、
御
酒
を
下
さ
れ
な
さ
っ
て
、
百
歳
ま
で
の
若
返
り
を
さ
せ
な
さ
っ
て
、
こ
の
〈
聞
得
大
君
様
の
〉
御
恩
の
尊
い
事
よ
。　
聞
得
大
君
様
の
千
歳
の
長
寿
を
拝
見
な
さ
る
御
幸
運
、
王
子
王
孫
の
千
年
の
末
ま
で
の
御
幸
運
を
、
夜
も
昼
も
神
願
い
し
て
い
て
、
公
務
を
心
を
込
め
身
を
入
れ
勤
め
奉
る
と
い
う
、
全
員
か
ら
の
御
拝
を
、
申
し
上
げ
奉
り
ま
す
）
御
拝
ツ
ヅ
の
内
容
は
、
①
今
日
の
吉
日
に
聞
得
大
君
御
殿
の
大
庫
裡
を
拝
謁
で
き
そ
の
上
に
御
酒
を
給
わ
っ
て
、
拝
謁
者
が
若
返
っ
た
聞
得
大
君
の
御
恩
へ
の
感
謝
、
②
聞
得
大
君
様
と
王
子
王
孫
の
永
遠
の
多
幸
の
祈
願
、
最
後
に
③
公
務
に
尽
力
す
る
こ
と
が
誓
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
御
拝
ツ
ヅ
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
唱
え
ら
れ
る
か
は
、
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
に
は
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
御
拝
ツ
ヅ
の
題
か
ら
す
る
と
、
年
頭
御
使
者
が
鹿
児
島
に
出
張
す
る
際
に
聞
得
大
君
御
殿
と
三
平
等
の
大
阿
母
志
良
礼
の
三
殿
内
（
儀
保
殿
内
・
首
里
殿
内
・
真
壁
殿
内
）
に
旅
役
者
が
参
拝
す
る
「
三
平
等
之
御
立
願
」
に
お
い
て
、
聞
得
大
君
御
殿
で
唱
え
ら
れ
る
御
拝
ツ
ヅ
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
年
頭
御
使
者
は
一
六
一
三
年
以
来
、
年
賀
を
祝
う
た
め
に
琉
球
王
府
が
薩
摩
に
派
遣
す
る
使
者
で
、
薩
摩
へ
の
人
質
的
な
性
格
が
あ
る
と
い
う
（『
沖
縄
県
史
別
巻　
沖
縄
近
代
史
辞
典
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
20
一
九
七
七
年
）。
前
年
の
年
頭
使
は
、
翌
年
の
年
頭
使
の
鹿
児
島
到
着
を
待
っ
て
帰
国
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
「
三
平
等
之
御
立
願
」
に
つ
い
て
は
、『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』（
後
述
）
の
記
事
が
参
考
に
な
る
。『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
の
「
三
平
等
之
御
立
願
」（
一
八
六
六
年
四
月
十
三
日
）
の
記
事
に
は
、
王
舅
以
下
の
渡
唐
役
者
は
揃
っ
て
聞
得
大
君
御
殿
に
参
拝
し
、
次
に
三
平
等
の
大
阿
母
志
良
礼
の
殿
内
に
参
拝
す
る
記
事
が
あ
る
。
そ
の
記
事
に
は
、
聞
得
大
君
が
唱
え
る
オ
タ
カ
ベ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
渡
唐
役
者
は
朝
衣
冠
の
正
装
で
四
つ
頭
頃
（
午
前
十
時
過
ぎ
頃
）
に
聞
得
大
君
御
殿
に
参
集
し
供
物
等
を
献
上
す
る
と
、
大
親
（
聞
得
大
君
御
殿
の
男
性
官
人
）
が
あ
ん
し
た
れ
（
聞
得
大
君
御
殿
の
女
官
）
に
取
り
次
ぐ
。
す
る
と
、
大
親
か
ら
水
主
供
の
者
ま
で
聞
得
大
君
御
殿
の
御
庭
に
着
座
す
る
よ
う
に
伝
え
ら
れ
、
あ
ん
し
た
れ
か
ら
オ
タ
カ
ベ
が
唱
え
ら
れ
る
間
、
御
拝
を
す
る
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
。
線
香
五
本
に
火
を
つ
け
渡
唐
役
者
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
王
舅
か
ら
「
御
甲
子
御
前
」（
聞
得
大
君
御
殿
の
香
炉
の
ひ
と
つ
か
）
に
「
四
ツ
御
拝
」「
三
十
三
拝
立
居
九
拝
」
を
し
、
同
様
に
「
御
火
鉢
御
前
」
で
も
そ
れ
を
行
い
、
御
庭
か
ら
退
去
す
る
と
あ
る
。『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
に
は
、「
御
甲
子
之
御
前
并
御
火
鉢
之
御
前
」
へ
供
え
る
「
御
願
物
」（
御
花
二
籠
・
御
五
水
二
対
、
仙
香
二
結
）
等
が
記
さ
れ
、
そ
の
時
の
オ
タ
カ
ベ
も
記
さ
れ
る
。
今
度
唐
江
ま
い
る
勢
遣
富
御
船
、
海
上
の
ふ
事
も
百
か
ほ
う
の
あ
る
や
に
、
御
守
め
し
よ
わ
ち
へ
、
は
や
く
唐
江
お
く
り
と
つ
け
め
し
よ
わ
ち
へ
、
唐
の
は
さ
く
り
〳
〵
の
前
に
御
し
ら
れ
す
ら
、
お
も
ひ
事
お
も
ふ
や
に
か
な
わ
し
め
し
よ
わ
ち
へ
、
お
き
な
わ
な
は
の
津
に
ひ
き
つ
け
め
し
よ
わ
ち
へ
、
御
た
ほ
い
め
し
よ
わ
れ
、
て
ゝ
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（
今
度
、
唐
に
参
る
勢
遣
富
〈
渡
唐
船
の
名
〉
の
御
船
が
海
上
に
お
い
て
何
事
に
つ
け
て
も
多
く
の
幸
運
が
あ
る
や
う
に
御
守
り
な
さ
れ
て
、
速
や
か
に
中
国
に
送
り
届
け
な
さ
れ
て
、
中
国
の
役
人
達
の
前
に
報
告
で
き
ま
す
よ
う
に
。
思
う
事
〈
渡
唐
の
目
的
か
〉
を
思
う
よ
う
に
適
わ
さ
せ
な
さ
っ
て
、
沖
縄
那
覇
の
津
に
引
き
付
け
な
さ
っ
て
下
さ
い
と
い
っ
て
）
勢
遣
富
は
渡
唐
衆
が
乗
る
琉
球
船
を
い
う
。『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
も
「
せ
い
や
り
と
み
」「
せ
や
り
と
み
」
と
出
て
き
て
、
八
重
山
侵
攻
を
は
か
る
王
府
の
軍
船
（
第
一
―
三
三
等
）
や
国
王
等
の
久
高
島
渡
海
の
船
（
第
十
三
―
八
五
二
）
と
し
て
謡
わ
れ
て
い
る
が
、
渡
唐
船
と
し
て
の
用
例
は
な
く
貴
重
で
あ
る
。
オ
タ
カ
ベ
の
事
例
は
、
最
後
の
冊
封
使
派
遣
に
対
す
る
琉
球
か
ら
の
謝
恩
使
節
が
乗
る
船
が
、
古
琉
球
期
に
遡
る
「
引
」
に
由
来
す
る
「
勢
遣
富
」
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。「
勢
遣
富
」
は
、「
九
引
」
を
「
丑
日
番
」「
巳
日
番
」「
酉
日
番
」
の
三
つ
に
分
け
た
王
府
の
船
団
組
織
（
近
衛
軍
の
組
織
で
も
あ
る
）
の
「
丑
日
番
」
の
「
引
頭
」
に
あ
た
る
船
（
引
）
で
あ
る
。
オ
タ
カ
ベ
は
、
聞
得
大
君
御
殿
に
祀
ら
れ
る
「
御
甲
子
之
御
前
并
御
火
鉢
之
御
前
」
に
対
し
て
、
聞
得
大
君
が
唱
え
る
と
理
解
さ
れ
る
。
オ
タ
カ
ベ
は
、
旅
役
者
が
速
や
か
に
恙
な
く
公
務
を
終
了
で
き
、
確
実
な
帰
還
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
が
祈
ら
れ
て
い
る
。
『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
は
、
そ
の
後
、
渡
唐
役
者
が
一
端
退
去
し
た
後
、「
大
庫
理
御
規
式
」
の
稽
古
が
あ
っ
て
、
聞
得
大
君
御
殿
の
大
庫
裡
で
の
儀
式
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
王
舅
紫
金
大
夫
と
紫
金
官
大
夫
の
両
22
人
は
、
大
庫
裡
の
「
下
御
座
」
の
左
右
か
ら
「
御
差
床
」（
聞
得
大
君
が
着
座
す
る
座
か
）
へ
「
立
御
拝
」
を
し
、「
下
御
座
」
の
左
右
に
着
座
す
る
。
続
い
て
、
以
下
の
渡
唐
衆
も
役
順
に
着
座
す
る
と
、
聞
得
大
君
の
出
御
が
あ
り
渡
唐
衆
は
蹲
い
「
四
ツ
御
拝
」
を
し
、
献
上
し
て
い
た
御
籠
飯
、
御
菓
子
、
御
酒
が
下
さ
れ
そ
れ
を
い
た
だ
く
（
そ
の
作
法
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
）。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、「
紫
冠
大
親
」（
王
舅
か
）
が
「
半
御
拝
」（
少
し
頭
を
下
げ
た
状
態
の
御
拝
を
い
う
か
）
の
か
た
ち
で
御
拝
ヅ
ツ
を
唱
え
、
聞
得
大
君
が
「
尊
聞
」
す
る
と
聞
得
大
君
は
退
出
す
る
。
そ
の
後
、
御
茶
、
御
菓
子
が
下
さ
れ
渡
唐
役
者
一
同
は
退
去
す
る
と
あ
る）11
（
。『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
に
は
、
そ
の
時
の
御
拝
ツ
ヅ
が
記
さ
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
だ
が
そ
の
記
事
は
な
く
、
聞
得
大
君
の
オ
タ
カ
ベ
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
田
島
が
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
に
引
い
た
御
拝
ツ
ヅ
は
、
こ
の
よ
う
な
場
で
唱
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
後
述
す
る
が
、『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
に
は
二
首
の
御
拝
ツ
ヅ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
唱
え
る
の
は
、
渡
唐
役
者
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
王
舅
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
三
平
等
之
御
立
願
」
の
記
事
で
は
そ
れ
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
王
舅
が
渡
唐
役
者
を
代
表
し
て
聞
得
大
君
に
対
し
て
、
唱
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
に
は
、
そ
の
記
事
に
続
い
て
三
平
等
殿
内
で
の
儀
式
も
記
さ
れ
て
い
る
。
記
事
は
、
三
平
等
殿
内
で
も
聞
得
大
君
御
殿
で
の
儀
礼
を
簡
略
化
し
た
儀
礼
の
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
平
等
殿
内
で
は
、
大
主
部
（
大
阿
母
志
良
礼
）
が
殿
内
の
「
火
之
神
之
御
前
」
に
オ
タ
カ
ベ
を
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
オ
タ
カ
ベ
は
聞
得
大
君
御
殿
で
唱
え
ら
れ
る
オ
タ
カ
ベ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
オ
タ
カ
ベ
と
御
拝
ツ
ヅ
に
注
目
す
る
と
、
聞
得
大
君
御
殿
に
お
い
て
は
初
め
に
御
殿
の
御
庭
で
の
儀
式
の
中
で
聞
得
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大
君
が
唱
え
る
オ
タ
カ
ベ
が
あ
り
、
そ
れ
が
終
わ
り
「
大
庫
理
御
規
式
」
の
稽
古
を
し
た
後
に
、
聞
得
大
君
御
殿
の
大
庫
裡
で
献
上
し
た
品
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
共
食
す
る
直
会
的
な
後
半
の
儀
式
の
中
で
、
王
舅
が
唱
え
た
と
考
え
ら
れ
る
御
拝
ツ
ヅ
が
あ
る
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
聞
得
大
君
御
殿
の
「
御
規
式
」
が
、
御
庭
と
大
庫
裡
で
の
二
つ
の
儀
式
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
聞
得
大
君
御
殿
并
御
城
御
規
式
次
第
』
に
記
さ
れ
る
「
唐
和
両
先
嶋
三
平
等
御
願
之
時
御
規
式
次
第
」
で
、
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
渡
海
す
る
「
勢
頭
大
夫
」
等
は
聞
得
大
君
御
殿
の
「
前
之
御
庭
」
に
着
座
す
る
と
、
聞
得
大
君
は
「
白
御
衣
裳
」
を
着
て
「
美
御
す
し
御
前
之
御
側
」
に
着
座
す
る
。
す
る
と
、「
勢
頭
大
夫
」
等
は
供
物
を
「
大
こ
ほ
り
あ
む
し
た
れ
」（
聞
得
大
君
御
殿
の
女
官
）
を
通
し
て
献
上
し
、「
美
御
す
し
御
前
、
御
火
鉢
御
前
、
金
之
美
御
す
し
御
前
、
聞
得
大
君
美
御
す
し
御
前
」
へ
聞
得
大
君
に
よ
る
オ
タ
カ
ベ
が
な
さ
れ
、「
勢
頭
大
夫
」
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
御
前
」
に
「
四
ツ
御
拝
、
三
十
三
拝
、
九
拝
」
を
し
、
聞
得
大
君
に
対
し
て
も
同
様
な
御
拝
を
す
る
。
そ
の
後
、「
美
簾
」
が
下
げ
ら
れ
聞
得
大
君
は
「
美
色
御
衣
裳
」
に
着
替
え
「
上
御
畳
」
に
着
座
し
、「
勢
頭
大
夫
」
等
か
ら
「
御
祝
」
を
進
上
さ
れ
る
と
、
聞
得
大
君
か
ら
御
酌
を
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る）12
（
。『
聞
得
大
君
御
殿
并
御
城
御
規
式
次
第
』
の
記
事
は
、
儀
式
に
臨
む
聞
得
大
君
の
衣
裳
が
「
美
簾
」
が
下
げ
ら
れ
る
前
後
で
「
白
御
衣
裳
」
か
ら
「
美
色
御
衣
裳
」
に
替
わ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
は
っ
き
り
と
聞
得
大
君
御
殿
の
儀
式
が
御
庭
の
儀
式
と
大
庫
裡
の
儀
式
に
別
れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
オ
タ
カ
ベ
と
御
拝
ツ
ヅ
に
注
目
す
れ
ば
、
オ
タ
カ
ベ
は
御
殿
の
前
半
の
儀
式
で
聞
得
大
君
が
四
つ
の
「
御
前
」
へ
に
対
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
御
拝
ツ
ヅ
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
御
殿
の
後
半
の
儀
式
で
「
勢
頭
大
夫
」
が
「
乗
衆
」
を
代
表
し
て
聞
得
大
君
に
対
し
て
24
唱
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
Ⅱ
『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
に
入
る
二
つ
の
御
拝
ツ
ヅ
。『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
は
、
一
八
六
六
年
に
琉
球
に
や
っ
て
来
た
最
後
の
冊
封
使
節
（
正
使
趙
新
、
副
使
于
光
甲
）
派
遣
に
対
し
て
、
琉
球
か
ら
謝
恩
の
意
を
伝
え
る
使
節
の
渡
唐
準
備
日
記
で
あ
る
。
謝
恩
御
使
者
は
、
正
使
が
王
舅
与
那
原
親
方
（
馬
朝
棟
）、
副
使
が
紫
金
大
夫
神
村
親
方
（
阮
宣
詔
）
で
あ
る
。
こ
の
「
日
記
」
に
二
つ
の
御
拝
ツ
ヅ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
目
は
、「
三
平
等
之
御
立
願
」
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
る
「
旅
御
拝
」（
三
月
十
六
日
）
と
い
う
渡
唐
儀
礼
の
中
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
儀
式
は
、
渡
唐
役
者
に
国
王
か
ら
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
る
儀
式
か
と
思
わ
れ
る
。「
旅
御
拝
」
は
「
朝
衣
冠
」
の
正
装
で
、
渡
唐
役
者
等
が
渡
唐
衆
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
王
舅
の
屋
敷
か
ら
御
グ
ス
ク
（
首
里
城
）
に
上
り
、
三
司
官
等
が
「
石
て
い
し
」（
正
殿
の
基
壇
）
に
着
座
す
る
な
か
、
渡
唐
役
者
等
は
「
御
庭
」
に
着
座
す
る
。
す
る
と
、「
唐
玻
豊
」
に
国
王
が
「
出
御
」
し
、「
御
印
判
」（
辞
令
書
か
）
が
「
勢
頭
」（
儀
典
官
）
を
介
し
て
渡
唐
役
者
等
に
渡
さ
れ
、
一
同
は
御
拝
を
す
る
。
次
に
、
旅
役
の
上
役
で
あ
る
「
王
舅
、
紫
金
大
夫
、
勢
頭
大
夫
」
は
そ
れ
ぞ
れ
手
を
合
わ
せ
「
浮
道
涯
」
に
進
み
、
衣
冠
を
「
取
結
」（
整
え
直
す
意
か
）
御
拝
ツ
ヅ
を
申
し
上
げ
る
座
の
端
で
「
立
御
拝
」
を
し
、「
筵
之
真
中
」
で
手
を
合
わ
せ
御
拝
ツ
ヅ
を
申
し
上
げ
る
。
そ
れ
が
済
む
と
大
夫
等
は
御
礼
に
手
を
合
わ
せ
、
国
王
は
「
入
御
」
さ
れ
る）13
（
。
そ
の
時
の
御
拝
ツ
ヅ
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
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B　
み
お
の
け
や
へ
ら
。　
首
里
加
那
志
天
の
み
お
ほ
け
に
、
お
も
ひ
ぬ
け
や
け
や
へ
ら
ぬ
、
謝
恩
の
王
舅
お
い
す
ん
し
や
う
れ
は
、
百
す
て
す
て
や
へ
て
、
此
御
恩
た
う
と
さ
や　
首
里
加
那
志
天
の
拾
百
年
十
百
歳
、
お
か
ま
れ
め
し
や
う
る
お
か
ほ
う
、
お
も
ひ
く
わ
お
す
て
も
の
ゝ
、
十
百
す
へ
の
御
か
ほ
う
と
、
夜
も
昼
も
か
め
願
し
ち
を
て
、
唐
の
み
お
や
た
い
り
や
、
き
も
す
へ
た
い
す
い
か
ら
め
ち
、
み
お
や
す
ら
ん
た
い
て
と
、
御
拝
み
お
の
け
や
へ
る
お
め
き
よ
と
（
申
し
上
げ
奉
り
ま
し
ょ
う
。
国
王
様
の
お
蔭
で
思
い
が
け
ま
せ
ず
、
謝
恩
の
王
舅
を
仰
せ
な
さ
れ
た
の
で
、
百
も
若
返
り
ま
し
て
、
こ
の
御
恩
の
尊
い
こ
と
よ
。
国
王
様
の
尊
顔
を
千
年
千
歳
も
拝
し
な
さ
る
御
幸
運
、
王
子
王
孫
の
千
年
の
長
寿
の
御
幸
運
こ
そ
を
、
夜
も
昼
も
神
願
い
し
て
い
て
、
中
国
で
の
公
務
を
心
を
込
め
身
を
入
れ
て
勤
め
奉
る
と
、
御
拝
を
申
し
上
げ
奉
り
ま
す
と
い
う
思
い
事
で
す
）
こ
の
御
拝
ツ
ヅ
は
、
ま
ず
、
①
国
王
様
か
ら
冊
封
謝
恩
使
の
王
舅
を
拝
命
さ
れ
た
感
謝
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
百
の
若
さ
を
い
た
だ
い
た
恩
義
が
あ
る
こ
と
。
次
に
、
②
国
王
様
と
王
子
王
孫
の
永
遠
の
多
幸
を
祈
願
す
る
こ
と
。
最
後
に
、
③
渡
唐
の
公
務
に
尽
力
す
る
こ
と
が
誓
わ
れ
て
い
る
。
御
拝
ツ
ヅ
の
中
に
王
舅
を
拝
命
さ
れ
た
感
謝
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
御
拝
ツ
ヅ
は
渡
唐
役
者
を
代
表
し
て
ト
ッ
プ
で
あ
る
王
舅
が
唱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
正
殿
下
庫
裡
で
の
儀
式
が
あ
り
、
三
司
官
以
下
、「
渡
唐
人
数
勢
頭
座
敷
」
の
者
が
下
庫
裡
に
着
座
し
た
「
四
時
」（
午
前
十
時
頃
）
に
な
る
と
、
国
王
の
「
出
御
」
が
あ
り
渡
唐
役
者
等
に
「
御
酒
」
が
下
さ
れ
、
国
王
の
「
入
26
御
」
の
後
に
「
御
茶
」
が
下
さ
れ
る
。
『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
に
記
さ
れ
る
も
う
ひ
と
つ
の
御
拝
ツ
ヅ
は
、
渡
唐
儀
礼
に
お
い
て
「
上
表
渡
」
と
並
ぶ
大
き
な
儀
礼
で
あ
る
「
御
茶
飯
」（
四
月
二
十
五
日
）
で
唱
え
ら
れ
る
。「
御
茶
飯
」
に
は
、「
神
歌
」（
オ
モ
ロ
）
や
「
御
拝
つ
ゝ
」「
祝
歌
」「
波
龍
歌
」
の
記
事
が
み
え
る
。
そ
の
内
、「
御
拝
つ
ゝ
」
と
「
祝
歌
」
は
そ
の
詞
章
が
記
さ
れ
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。「
御
拝
つ
ゝ
」
と
「
祝
歌
」
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
が
記
す
「
御
茶
飯
」
儀
礼
の
概
略
を
記
す
と
、「
御
茶
飯
」
当
日
、
王
舅
以
下
の
渡
唐
役
者
は
朝
衣
冠
に
て
、
午
前
八
時
頃
（「
四
ツ
」
と
あ
る
が
「
五
ツ
」
の
誤
り
か
）
に
登
城
し
、
御
番
所
に
控
え
た
後
、
下
之
庭
に
揃
う
。「
御
庭
御
拝
」
の
知
ら
せ
を
受
け
る
と
、
那
覇
役
人
、
長
史
を
上
座
に
し
て
渡
唐
役
者
は
船
子
、
供
の
者
ま
で
、
大
唐
船
人
数
が
御
庭
北
側
に
、
小
唐
船
人
数
が
御
庭
南
側
に
、
役
目
次
第
で
「
立
御
拝
」
を
し
て
着
座
す
る
。
い
ず
れ
も
「
四
ツ
御
拝
」
が
済
む
と
、
勢
頭
座
の
渡
唐
役
者
ま
で
が
下
庫
裡
に
、
黄
冠
以
下
の
渡
唐
役
者
は
廊
下
に
、
五
主
佐
事
供
の
者
は
「
下
之
御
庭
」
に
控
え
る
と
、
午
前
十
時
に
な
り
（「
四
ツ
時
成
」）
国
王
の
出
御
が
あ
り
御
酒
が
下
さ
れ
る
。
国
王
が
退
座
し
た
後
、
御
茶
が
下
さ
れ
、
そ
れ
が
済
む
と
渡
唐
役
者
も
一
端
退
座
す
る
。
次
に
、「
御
庭
」
で
の
「
御
縄
作
」
が
あ
り
、
紫
巾
官
以
下
船
頭
ま
で
は
御
番
所
前
に
東
を
上
座
に
し
て
立
ち
、
御
庭
の
南
側
で
船
子
達
が
縄
を
作
り
、
作
り
終
え
る
と
浮
道
の
左
右
に
飾
る
。「
附
」
に
は
、
勢
頭
座
以
下
船
頭
佐
事
五
主
ま
で
は
「
袖
結
」（
一
種
の
襷
が
け
。
奉
仕
し
て
い
る
姿
を
表
す
）
を
す
る
こ
と
、「
御
縄
作
」
中
は
「
神
歌
」
が
謡
わ
れ
、「
御
縄
作
」
が
完
了
し
浮
道
に
飾
る
時
も
「
神
歌
」
が
謡
わ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
神
歌
」
は
オ
モ
ロ
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で
、「
唐
船
す
ら
お
る
し
又
御
茶
飯
之
時
」（『
お
も
ろ
さ
う
し
』）
と
詞
書
き
が
付
く
、
第
二
十
二
―
一
五
五
○
が
謡
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
渡
唐
役
者
は
役
職
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
料
理
等
が
振
る
舞
わ
れ
る
。
南
風
之
御
殿
で
王
舅
以
下
船
頭
ま
で
に
御
玉
貫
一
双
の
酒
が
下
さ
れ
た
後
、
王
舅
か
ら
三
司
官
へ
「
悉
皆
之
御
拝
」
を
申
し
上
げ
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、
長
史
・
御
物
城
・
渡
唐
役
者
等
は
前
に
並
ん
だ
よ
う
に
御
庭
に
着
座
し
、
三
司
官
以
下
の
役
人
は
首
里
城
基
壇
に
着
座
す
る
と
、
国
王
が
唐
玻
豊
に
出
御
す
る
。
い
ず
れ
も
、
手
を
合
わ
せ
「
四
ツ
御
拝
」
を
す
る
。
王
舅
等
は
御
礼
、
手
を
合
わ
せ
て
、
浮
道
の
際
で
衣
冠
を
「
取
結
」（
整
え
直
す
意
か
）
御
拝
づ
つ
座
ま
で
進
み
、
王
舅
が
「
み
は
い
つ
ゝ
」
を
申
し
上
げ
る
。
そ
の
時
は
、
渡
唐
役
者
は
蹲
う
。「
み
は
い
つ
ゝ
」
が
済
む
と
一
同
「
四
ツ
御
拝
」
を
し
て
、
佐
事
二
人
が
黄
籏
二
つ
を
浮
道
左
右
に
置
く
。
長
史
・
御
物
城
が
出
て
籏
を
持
つ
と
鉦
が
鳴
ら
さ
れ
、「
祝
歌
」
が
順
々
に
大
通
事
ま
で
籏
を
振
り
な
が
ら
謡
わ
れ
る
と
あ
る
。
こ
の
時
の
『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
に
記
さ
れ
る
「
御
拝
つ
ゝ
并
祝
歌
」
は
、
以
下
で
あ
る）14
（
。
御
拝
つ
ゝ
并
祝
歌
左
ニ
記
C　
み
お
の
け
や
へ
ら
。
け
ふ
の
百
か
ほ
う
日
撰
に
、
今
度
唐
か
へ
御
使
め
し
よ
わ
る
主
部
中
佐
事
五
主
船
子
供
之
者
き
や
て
、
御
茶
飯
之
御
み
よ
ほ
け
御
た
ほ
い
め
し
よ
わ
ち
、
お
の
上
に
真
正
面
之
御
座
敷
お
か
ま
れ
め
し
よ
わ
れ
は
、
百
す
て
す
て
う
さ
し
む
し
や
う
ち
へ
、
此
御
恩
た
う
と
さ
や
、　
首
里
加
那
志
天
の
十
百
年
十
百
歳
お
か
ま
れ
め
し
よ
わ
る
御
か
ほ
う
、
御
子
御
す
て
も
の
ゝ
、
十
百
末
の
御
か
ほ
う
と
、
夜
も
昼
も
か
め
ね
か
ひ
し
ち
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を
て
、
唐
の
み
お
や
た
い
り
や
、
ち
ゆ
く
こ
ま
く
か
ら
め
ち
み
お
や
す
ら
ん
た
い
て
と
、
悉
皆
の
御
拝
お
か
ま
さ
し
む
し
や
へ
る
思
こ
と
（
申
し
上
げ
奉
り
ま
す
。
今
日
の
多
く
の
幸
い
が
あ
る
吉
日
に
、
今
度
中
国
に
御
使
い
な
さ
る
役
者
中
、
佐
事
・
五
主
・
船
子
・
供
の
者
ま
で
、
御
茶
飯
を
（
国
王
の
）
御
蔭
に
よ
り
下
さ
れ
な
さ
っ
て
、
そ
の
上
唐
玻
豊
の
真
正
面
の
玉
座
の
国
王
を
拝
謁
な
さ
っ
た
の
で
、
百
も
若
返
り
ま
し
た
御
恩
の
尊
い
こ
と
よ
。　
国
王
様
の
千
年
千
歳
を
拝
見
な
さ
る
御
幸
運
、
王
子
王
孫
の
千
年
の
末
の
御
幸
運
を
夜
も
昼
も
神
願
い
を
し
て
、
中
国
で
の
公
務
を
し
っ
か
り
と
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
勤
め
奉
る
と
い
う
、
渡
唐
役
者
全
員
の
御
拝
を
い
た
さ
せ
ま
す
と
い
う
思
い
事
で
す
）
長
史
御
物
城
一　
 
首
里
天
加
那
志
百
年
き
や
て
ち
や
う
わ
れ　
御
万
人
の
ま
き
り
拝
て
す
て
ら
　
　
（
国
王
様
が
百
歳
ま
で
長
生
き
な
さ
り
、
す
べ
て
の
者
は
国
王
に
拝
謁
し
あ
や
か
り
若
返
ろ
う
）
紫
巾
官
大
夫
一　
け
ふ
の
ほ
こ
ら
し
や
猶
に
き
や
な
た
て
る　
莟
て
を
る
花
の
露
き
や
た
こ
と
　
　
（
今
日
の
嬉
し
さ
は
何
に
譬
え
よ
う
。
莟
ん
で
い
る
花
が
露
に
行
き
逢
っ
た
よ
う
な
嬉
し
さ
だ
）
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謝
恩
勢
頭
才
府
一　
一
の
帆
の
帆
中
吹
つ
ゝ
む
み
か
せ　
聞
得
大
君
前
御
す
し
み
か
せ
　
　
（
一
の
帆
の
真
ん
中
に
吹
き
包
む
御
風
は
、
聞
得
大
君
様
の
霊
力
に
よ
る
御
風
だ
）
才
府
北
京
大
通
事
一　
勢
遣
富
御
船
の
渡
中
お
し
出
れ
は　
な
み
は
お
し
そ
へ
て
風
や
ま
と
も
　
　
（
勢
遣
富
御
船
が
洋
上
に
押
し
出
る
と
、
波
と
と
も
に
船
は
走
り
風
は
真
艫
か
ら
吹
く
）
北
京
大
通
事
大
通
事
一　
那
覇
の
お
や
と
ま
り
お
し
立
る
は
し
ら　
か
た
ひ
ら
の
城
ひ
き
ゆ
は
し
ら
　
　
 （
那
覇
の
親
泊
か
ら
帆
柱
を
押
し
立
て
て
船
が
走
る
と
、
か
た
ひ
ら
の
城
〈
中
国
の
城
か
〉
に
引
き
付
け
ら
れ
て
走
ろ
う
）
「
御
拝
つ
ゝ
」
の
内
容
は
、
ま
ず
①
船
方
の
佐
事
・
五
主
・
供
の
者
ま
で
御
茶
飯
を
い
た
だ
き
、
そ
の
上
、
唐
玻
豊
の
玉
座
の
国
王
を
拝
顔
し
て
渡
唐
役
者
が
若
返
る
こ
と
が
で
き
た
感
謝
、
次
に
②
国
王
と
王
子
王
孫
の
永
遠
の
多
幸
を
祈
願
す
る
こ
と
、
最
後
に
③
渡
唐
の
公
務
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
が
渡
唐
役
者
全
員
の
思
い
で
あ
る
こ
と
を
王
舅
が
代
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表
し
て
誓
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
記
事
に
「
悉
皆
之
御
拝
」
と
い
う
語
が
あ
っ
た
が
、
御
拝
ツ
ヅ
に
そ
れ
が
あ
り
、
御
拝
ツ
ヅ
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
「
悉
皆
之
御
拝
」
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
「
祝
歌
」
に
つ
い
て
は
、
一
番
歌
の
「
首
里
天
加
那
志
」
は
、
久
米
村
役
人
の
ト
ッ
プ
の
総
理
唐
栄
司
に
次
ぐ
地
位
に
あ
る
「
長
史
」
と
那
覇
役
人
の
ト
ッ
プ
「
御
物
城
」
の
二
人
が
籏
を
振
り
な
が
ら
謡
う
。
二
番
歌
以
下
は
、
渡
唐
役
者
が
籏
を
振
り
な
が
ら
謡
っ
て
い
る
。
そ
の
渡
唐
役
者
は
、「
三
平
等
之
御
立
願
」
の
記
事
に
聞
得
大
君
御
殿
、
三
平
等
殿
内
に
供
物
を
献
じ
た
名
簿
が
で
て
お
り
、
人
物
名
が
知
れ
る
。
二
番
歌
「
け
ふ
の
ほ
こ
ら
し
や
」
は
、
王
舅
に
次
ぐ
紫
巾
官
大
夫
（
神
村
親
方
）
が
単
独
で
謡
い
、
三
番
歌
か
ら
は
二
人
ず
つ
で
謡
う
。
三
番
歌
「
一
の
帆
の
帆
中
」
は
「
勢
頭
」（
渡
慶
次
親
雲
上
）
と
「
才
府
」（
与
座
親
雲
上
）、
四
番
歌
「
勢
遣
富
御
船
の
」
は
「
才
府
」（
与
座
親
雲
上
）
と
「
北
京
大
通
事
」（
翁
長
里
之
子
親
雲
上
）、
五
番
歌
「
那
覇
の
お
や
と
ま
り
」
は
「
北
京
大
通
事
」（
翁
長
里
之
子
親
雲
上
）
と
「
護
送
大
通
事
」（
神
村
里
之
子
親
雲
上
）
が
謡
う
。
三
番
歌
と
四
番
歌
、
四
番
歌
と
五
番
歌
は
同
じ
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
に
入
っ
て
謡
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
二
番
歌
以
下
の
「
祝
歌
」
を
謡
う
五
人
は
、
渡
唐
役
者
の
上
位
六
位
ま
で
の
者
で
あ
る
。
五
首
の
「
祝
歌
」
は
琉
歌
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
三
線
で
謡
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。
琉
歌
で
あ
っ
て
も
、
儀
礼
の
中
で
謡
わ
れ
る
琉
歌
は
神
歌
同
様
、
三
線
が
伴
わ
な
い
か
た
ち
で
謡
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
四
番
歌
に
「
三
平
等
之
御
立
願
」
の
オ
タ
カ
ベ
に
出
て
き
た
「
勢
遣
富
」
が
謡
わ
れ
て
い
る
の
は
、
興
味
深
い
。
池
宮
正
治
は
「
渡
唐
船
の
準
備
と
儀
礼
」（『
琉
球
史
文
化
論
』
笠
間
書
院
、
二
○
一
五
年
）
で
、「
台
湾
本
『
琉
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歌
大
観
』」
の
中
に
「
し
ぢ
や
れ
じ
ゆ
ん
船
の　
渡
中
押
し
出
れ
ば　
波
も
押
し
そ
へ
て　
走
る
が
美
ら
さ
」
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
し
ぢ
や
れ
じ
ゆ
ん
船
」
は
、
オ
モ
ロ
に
謡
わ
れ
る
「
せ
ぢ
あ
ら
と
み
」（
せ
ぢ
荒
富
）
で
、「
酉
日
番
」
の
「
引
頭
」
に
当
た
る
。「
台
湾
本
『
琉
歌
大
観
』」
に
出
る
「
し
ぢ
や
れ
じ
ゆ
ん
船
の
」
と
い
う
琉
歌
と
「
祝
歌
」
の
四
番
歌
は
、
第
一
句
目
の
船
名
だ
け
が
異
な
る
類
型
歌
で
あ
る
。「
し
ぢ
や
れ
じ
ゆ
ん
船
の
」
も
、
こ
の
よ
う
な
「
御
茶
飯
」
儀
礼
の
「
祝
歌
」
で
歌
わ
れ
て
い
た
ウ
タ
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。「
祝
歌
」
の
後
、
両
船
頭
が
籏
を
受
け
取
り
鉦
が
打
た
れ
「
波
龍
歌
」
を
謡
い
、「
御
縄
」
を
水
主
等
が
担
い
で
君
誇
（
奉
神
門
）
の
左
右
の
門
か
ら
出
て
歓
会
御
門
を
通
っ
て
、
王
舅
宅
、
紫
巾
官
宅
に
行
き
三
献
を
取
り
交
わ
し
て
祝
い
、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
渡
唐
役
者
の
家
に
行
っ
て
祝
う
と
あ
る
。
Ⅲ
「
琉
球
国
王
家
年
中
行
事
正
月
式
之
内
」
に
入
る
御
拝
ツ
ヅ
。
こ
れ
は
、
朝
拝
儀
礼
で
唱
え
ら
れ
る
御
拝
ツ
ヅ
で
あ
る
。
朝
拝
儀
礼
に
つ
い
て
は
、『
聞
得
大
君
御
殿
并
御
城
中
御
嶽
御
規
式
之
御
次
第
』（
一
八
七
五
年
か
）
の
「
御
城
御
規
式
之
御
次
第
」
の
冒
頭
に
、「
一
、
元
日
未
明
、　
御
主
加
那
志
前
、
兼
而
御
精
進
被
レ
遊
御
座
、
御
日
之
御
前
、
御
火
鉢
御
前
、
御
額
字
江
、
御
参
拝
。
聞
得
大
君
御
殿
よ
り
被
二
差
上
一
候
辺
土
之
美
御
水
御
撫
被
レ
遊
御
座
候
而
、
表
向
之
御
勤
被
レ
遊
御
座
候
」
と
あ
り）15
（
、
元
日
早
朝
の
儀
礼
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
国
王
は
精
進
し
「
御
日
之
御
前
、
御
火
鉢
御
前
、
御
額
字
」
を
参
拝
し
、「
聞
得
大
君
御
殿
」
か
ら
進
上
さ
れ
た
「
辺
土
之
美
御
水
」
に
よ
り
水
撫
で
を
し
、
こ
れ
を
済
ま
せ
て
「
表
向
之
御
勤
」
を
す
る
と
あ
る
。「
表
向
之
御
勤
」
と
は
、
御
庭
に
「
子
之
方
座
32
敷
」
を
設
け
て
唐
衣
裳
の
国
王
が
中
国
の
皇
帝
を
拝
す
る
儀
式
（
一
七
一
九
年
以
前
は
、「
歳
徳
之
明
方
」
に
祭
壇
を
設
け
て
「
天
神
地
祇
」
を
拝
す
儀
式
）
以
降
の
、
首
里
グ
ス
ク
の
表
の
空
間
で
行
わ
れ
る
諸
儀
式
を
い
う
。
そ
れ
ら
は
、
以
下
首
里
グ
ス
ク
正
殿
の
唐
玻
豊
に
国
王
が
出
御
し
て
御
庭
に
列
ぶ
王
子
以
下
の
諸
侯
諸
士
を
謁
見
す
る
儀
式
、
そ
の
後
の
南
殿
に
お
い
て
琉
衣
裳
に
着
替
え
た
国
王
か
ら
王
子
衆
・
三
司
官
等
が
御
酒
、
御
茶
を
い
た
だ
く
儀
式
、
そ
し
て
、
ひ
と
り
の
三
司
官
が
諸
侯
諸
士
を
代
表
し
て
、
御
拝
ツ
ヅ
を
国
王
に
対
し
て
唱
え
る
儀
式
等
で
あ
る
。
御
拝
ツ
ヅ
は
南
殿
か
ら
正
殿
下
庫
裡
等
に
儀
式
の
場
を
移
し
て
、
位
階
に
応
じ
て
王
子
・
王
孫
以
下
の
官
人
等
は
、
下
庫
裡
、
前
の
御
庭
左
右
、
下
の
御
庭
左
右
に
着
座
す
る
と
国
王
の
出
御
が
あ
り
、
三
司
官
か
ら
国
王
に
御
酒
・
御
菓
子
・
御
茶
が
献
じ
ら
れ
、
国
王
か
ら
お
流
れ
を
い
た
だ
く
。
そ
れ
が
済
む
と
当
官
か
ら
御
拝
ツ
ヅ
を
す
る
時
刻
に
な
っ
た
旨
の
連
絡
が
あ
り
、
三
司
官
一
同
「
本
座
」
に
移
動
し
て
御
拝
ツ
ヅ
を
す
る
三
司
官
を
真
ん
中
に
し
て
一
列
に
並
び
、「
立
御
拝
」
を
し
て
手
を
合
わ
せ
る
。
御
拝
ツ
ヅ
を
す
る
三
司
官
は
、
少
し
国
王
の
前
に
進
み
出
て
御
拝
ツ
ヅ
を
申
し
上
げ
る
。
そ
の
時
は
、
座
中
の
者
は
い
ず
れ
も
蹲
う
。
御
拝
ツ
ヅ
が
終
わ
る
と
、
国
王
は
入
御
す
る
。
そ
の
時
の
御
拝
ツ
ヅ
は
、
以
下
で
あ
る
。
但
、
御
拝
つ
ゝ
左
ニ
記
D　
み
ほ
ミ
の
け
や
へ
ら
、
年
は
し
め
朔
日
の
御
祝
に
、
お
み
て
つ
こ
ろ
ち
や
う
御
立
め
し
や
う
ち
へ
、
真
正
面
の
御
座
敷
お
か
ま
れ
め
し
や
う
れ
ハ
、
お
ま
人
し
つ
か
い
御
拝
お
か
て
、
す
て
ら
せ
し
む
し
や
う
ち
へ
、
下
こ
お
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り
の
御
座
敷
お
ち
よ
わ
い
め
し
う
れ
ハ
、
按
司
か
な
し
た
、
国
々
の
按
司
へ
、
三
番
の
親
方
部
、
さ
は
く
り
〳
〵
、
御
近
ク
拝
て
す
て
ら
さ
し
む
し
や
う
ち
へ
、
お
の
上
に
御
さ
む
た
い
の
御
酒
・
御
茶
お
た
ほ
ひ
め
し
や
う
れ
ハ
、
も
ゝ
す
て
す
て
ら
さ
し
む
し
や
う
ち
へ
、
此
こ
を
ん
た
う
と
さ
や
、
首
里
か
な
し
天
の
と
も
ゝ
と
と
ひ
や
く
さ
、
お
か
ま
れ
め
し
や
う
る
お
か
ほ
う
、
思
こ
わ
お
す
て
も
の
ゝ
、
と
も
ゝ
す
へ
の
お
か
ほ
う
と
、
夜
も
ひ
る
も
か
め
ね
か
へ
、
し
め
さ
し
む
し
や
う
ち
を
て
、
ミ
お
や
た
い
り
や
き
も
す
い
、
た
い
添
か
ら
め
ち
、
ミ
お
や
し
め
さ
し
む
し
や
う
ん
た
い
と
、
し
つ
か
い
の
ミ
は
い
、
お
か
ま
さ
し
む
し
や
へ
る
思
事
（
申
し
上
げ
奉
り
ま
し
ょ
う
。
年
の
初
め
朔
日
の
御
祝
い
の
儀
式
に
、
ご
自
身
が
朝
拝
の
儀
式
に
御
立
ち
な
さ
っ
て
、
真
正
面
の
御
座
敷
〈
唐
玻
豊
〉
で
私
達
を
謁
見
な
さ
る
の
で
、
御
真
人
〈
臣
下
の
美
称
語
〉
の
全
て
は
尊
顔
を
拝
し
私
達
を
若
返
ら
せ
ま
し
て
、
下
庫
裡
の
御
座
敷
に
出
御
な
さ
れ
ば
、
王
族
の
按
司
様
、
国
々
の
按
司
部
、
三
司
官
の
親
方
や
官
人
達
は
、
国
王
の
御
近
く
で
拝
顔
い
た
し
私
達
を
若
返
ら
せ
ま
し
て
、
そ
の
上
に
お
下
が
り
の
御
酒
・
御
茶
を
下
さ
れ
な
さ
っ
た
の
で
、
私
達
を
百
も
若
返
ら
せ
ま
し
て
、
こ
の
ご
恩
の
尊
い
こ
と
よ
。
国
王
様
の
千
年
千
歳
を
拝
顔
で
き
る
幸
い
と
、
王
子
王
孫
の
千
年
の
末
の
御
多
幸
こ
そ
を
、
夜
も
昼
も
神
願
い
い
た
さ
せ
ま
し
て
い
て
、
公
事
に
心
を
込
め
身
を
入
れ
て
お
仕
え
奉
る
と
い
う
悉
皆
の
御
拝
を
い
た
さ
せ
ま
す
と
い
う
思
い
事
で
す
）
御
拝
ツ
ヅ
の
内
容
は
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
臣
下
一
同
が
こ
の
一
年
間
、
尽
力
し
て
国
王
に
仕
え
る
こ
と
の
誓
い
で
あ
34
る
。
ま
ず
、
①
唐
玻
豊
で
の
儀
式
に
よ
り
、
臣
下
の
者
は
国
王
の
謁
見
に
よ
っ
て
若
返
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
下
庫
裡
で
の
儀
式
に
よ
っ
て
王
族
以
下
の
臣
下
の
面
々
は
国
王
の
尊
顔
を
真
近
に
拝
し
、
若
返
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
上
に
、
お
下
が
り
の
御
酒
・
御
茶
を
い
た
だ
い
て
、
若
返
る
こ
と
が
で
き
た
御
恩
に
対
す
る
感
謝
、
②
国
王
様
と
王
子
王
孫
の
永
遠
の
多
幸
の
祈
願
、
最
後
に
③
（
一
年
の
）
公
務
に
尽
力
す
る
こ
と
が
皆
の
思
い
で
あ
る
と
い
う
誓
い
で
あ
る
。
Ⅳ
『
恵
姓
家
譜
（
六
世
友
良
）』「
久
高
島
由
来
」
に
入
る
「
ほ
く
り
つ
ゝ
」。「
ほ
く
り
つ
ゝ
」
は
、
誇
り
（
喜
び
）
の
ツ
ヅ
の
意
で
、
国
王
等
が
久
高
島
に
渡
海
し
無
事
久
高
島
で
の
儀
礼
を
終
え
た
慶
賀
を
久
高
島
の
地
頭
が
、
久
高
島
を
代
表
し
て
国
王
に
奏
上
す
る
ツ
ヅ
で
あ
る
。『
恵
姓
家
譜
（
六
世
友
良
）』（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
に
複
写
本
が
所
蔵
）
は
、
恵
鴻
祚
久
高
親
雲
上
を
元
祖
と
す
る
家
譜
で
、
久
高
家
は
八
世
恵
自
盛
久
高
親
雲
上
友
顕
ま
で
久
高
地
頭
職
を
継
い
で
い
る
。「
久
高
島
由
来
」
は
『
恵
姓
家
譜
（
六
世
友
良
）』
に
入
っ
て
い
る
記
事
で
、
前
半
が
漢
文
で
記
さ
れ
た
久
高
島
行
幸
の
「
御
規
式
」
と
「
久
高
金
松
按
司
」
の
由
来
が
記
さ
れ
、
後
半
は
候
文
で
恵
姓
久
高
家
に
か
か
わ
る
「
職
分
」、
特
に
「
金
松
按
司
」
の
「
子
孫
」
で
あ
る
「
久
高
地
頭
」
と
「
首
里
根
神
」
の
「
職
分
」
が
記
さ
れ
て
い
る）16
（
。
「
ほ
く
り
つ
ゝ
」
は
、「
久
高
地
頭
」
の
「
職
分
」
を
記
し
た
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
久
高
島
由
来
」
は
虫
食
い
が
多
く
判
読
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
が
、「
ほ
く
り
つ
ゝ
」
が
記
さ
れ
る
ま
で
の
「
御
規
式
之
事
」
の
概
略
を
記
す
と
、
二
月
に
日
を
選
び
国
王
は
、
聞
得
大
君
、
司
雲
上
按
司
（
聞
得
大
君
に
従
う
後
見
役
的
な
高
級
神
女
）、
あ
こ
む
し
ら
れ
（
国
王
の
嬪
）、
首
里
大
阿
母
志
良
礼
を
伴
っ
て
、
未
明
に
首
里
グ
ス
ク
を
出
発
し
、
与
那
原
で
朝
食
を
食
べ
所
定
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の
「
御
規
式
」
を
済
ま
せ
た
後
、「
富
祖
崎
御
桟
敷
」
に
向
け
て
出
発
す
る
。
そ
こ
を
「
徘
徊
」（
第
一
尚
氏
所
縁
の
拝
所
を
巡
拝
す
る
こ
と
か
）
し
た
後
、
斎
場
嶽
に
着
き
、
こ
こ
で
第
一
尚
氏
所
縁
の
馬
天
ノ
ロ
か
ら
水
撫
で
の
儀
式
を
受
け
る
。
翌
日
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
久
高
島
の
ク
ボ
ウ
嶽
に
国
王
等
が
行
幸
し
、
そ
こ
で
天
目
茶
碗
の
一
つ
に
は
白
砂
糖
の
団
子
、
も
う
一
つ
に
は
御
米
を
よ
そ
っ
た
も
の
に
「
御
穂
七
穂
白
紙
」（「
穂
」
は
麦
の
穂
だ
と
考
え
ら
れ
る
）
で
包
ん
だ
も
の
と
御
茶
を
供
え
て
、
国
王
は
食
す
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
久
高
島
の
ノ
ロ
、「
お
き
て
」（
掟
神
か
）、
「
佐
事
あ
む
」
が
一
緒
に
な
っ
て
「
こ
わ
い
に
や
」
を
謡
う）17
（
。
そ
の
後
、
く
ぼ
う
御
嶽
を
出
て
「
御
殿
」（
外
間
御
殿
か
）
に
戻
り
、「
御
殿
」
で
は
久
高
地
頭
に
よ
っ
て
「
御
玉
貫
一
双
」「
御
食
籠
壱
」
が
準
備
さ
れ
て
い
て
、
久
高
地
頭
は
「
御
祭
」
の
「
御
祝
儀
」
と
し
て
「
御
殿
」
の
「
御
庭
」
に
お
い
て
、
三
司
官
が
取
り
次
ぐ
か
た
ち
で
「
ほ
く
り
つ
ゝ
」
を
申
し
上
げ
る
と
あ
る
。
そ
の
「
ほ
く
り
つ
ゝ
」
の
「
意
趣
」
は
、
以
下
で
あ
る
。
E　
み
を
も
ミ
を
か
い
へ
ら
に
。
け
よ
の
か
ほ
う
〔　
　
〕（
五
字
程
欠
）
に
、
天
加
那
志
美
御
前
の
御
祭
の
御
ね
か
へ
、
き
よ
□
（「
ら
」）、〔　
　
〕（
六
字
程
欠
）
御
す
ま
し
め
し
よ
わ
ち
、
御
ま
ん
人
御
〔　
　
〕（
十
字
程
欠
）
悉
皆
、
百
す
で
す
て
や
へ
て
、
御
〔　
　
〕（
十
字
程
欠
）　
首
里
の
美
御
船
、
按
司
の
み
う
ね
お
し
〔　
　
〕（
十
字
程
欠
）
あ
ら
ち
、
お
へ
ち
風
た
は
う
ち
、
け
よ
の
真
昼
間
に
、
与
那
原
に
御
着
め
し
よ
わ
ち
、
首
里
森
真
玉
森
に
き
よ
ら
さ
、
か
ば
し
や
、
御
照
上
め
し
よ
わ
る
御
か
ほ
う
、
悉
皆
、
此
御
恩
た
を
と
さ
や
、　
首
里
天
か
な
し
の
十
百
年
十
□
（「
百
」）
歳
、
お
か
ま
れ
め
し
よ
わ
る
御
か
ほ
う
、
お
も
い
く
わ
御
す
で
も
の
の
36
十
百
そ
へ
の
百
か
ほ
う
ハ
、
夜
昼
か
め
願
し
ち
お
て
に
や
ミ
ち
よ　
美
遣
か
ら
め
か
ん
て
と
、
ミ
は
い
つ
ゝ
、
み
を
も
み
を
か
い
や
よ
る
（
申
し
上
げ
奉
り
ま
し
ょ
う
。
今
日
の
果
報
〔　
　
〕（
五
字
程
欠
）
に
、
国
王
様
の
御
祭
り
の
祈
願
〈
ク
ボ
ウ
嶽
で
の
祭
祀
〉
を
見
事
に
〔　
　
〕（
六
字
程
欠
）
御
済
ま
し
な
さ
っ
て
、
御
万
人
〔　
　
〕（
十
字
程
欠
）
全
員
が
、
百
の
若
返
り
を
し
ま
し
て
、〔　
　
〕（
十
字
程
欠
）　
国
王
が
乗
船
す
る
御
船
、
按
司
が
乗
船
す
る
御
船
を
押
し
〔　
　
〕（
十
字
程
欠
）、
追
い
手
〈
順
風
〉
を
い
た
だ
き
、
今
日
の
真
昼
間
に
、
与
那
原
に
御
着
き
な
さ
っ
て
、
首
里
杜
・
真
玉
杜
に
見
事
立
派
に
照
り
揚
が
り
〈
還
御
〉
な
さ
る
幸
運
は
、
全
員
に
と
っ
て
尊
い
恩
恵
で
す
。
国
王
様
の
千
歳
・
千
年
の
長
寿
を
拝
見
な
さ
る
御
幸
運
、
王
子
王
孫
の
千
年
の
末
の
多
幸
を
夜
昼
神
願
い
し
て
い
て
、
ニ
ル
ヤ
溝
〈
久
高
島
か
ら
与
那
原
ま
で
の
海
〉
の
航
海
に
奉
仕
す
る
御
拝
ツ
ヅ
を
申
し
上
げ
奉
り
ま
す
）
「
ほ
く
り
つ
ゝ
」
は
本
文
に
「
ミ
は
い
つ
ゝ
」
と
あ
り
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
御
拝
ツ
ヅ
と
同
様
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
久
高
地
頭
が
「
御
祭
」
が
済
ん
だ
「
御
祝
儀
」
と
し
て
国
王
等
に
唱
え
た
こ
と
か
ら
「
ほ
く
り
つ
ゝ
」
と
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
ほ
く
り
つ
ゝ
」
は
虫
食
い
が
あ
っ
て
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
御
拝
ツ
ヅ
を
参
考
に
し
て
整
理
す
れ
ば
、
①
今
日
の
吉
日
に
国
王
が
行
幸
し
て
ク
ボ
ウ
嶽
で
の
祭
祀
が
済
み
、
国
王
等
が
船
に
乗
っ
て
与
那
原
に
着
き
、
首
里
グ
ス
ク
に
還
御
さ
れ
る
幸
運
に
恵
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
の
感
謝
、
②
国
王
と
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王
子
・
王
孫
の
長
寿
の
祈
願
、
③
久
高
島
か
ら
与
那
原
の
渡
航
に
久
高
地
頭
が
奉
仕
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
久
高
島
由
来
」
は
、「
殿
」（
外
間
御
殿
か
）
で
「
ほ
く
り
つ
ゝ
」
が
唱
え
ら
れ
た
後
、
国
王
か
ら
全
員
に
「
御
通
」
の
酒
が
下
さ
れ
、
地
頭
や
「
女
房
」〈
神
女
等
〉、「
お
ゑ
か
人
」〈
村
役
人
〉
に
そ
れ
ぞ
れ
反
物
が
下
賜
さ
れ
、
所
定
の
「
御
規
式
」
が
終
了
し
た
後
、「
御
船
元
」（
久
高
島
の
港
）
に
向
け
て
出
立
し
、
久
高
地
頭
を
先
頭
に
し
て
与
那
原
に
向
か
う
船
に
乗
船
す
る
と
あ
る
。
久
高
地
頭
は
、
首
里
グ
ス
ク
ま
で
国
王
等
を
見
送
る
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
す
く
な
く
と
も
与
那
原
ま
で
の
航
海
（
ニ
ル
ヤ
溝
の
航
海
）
は
、「
職
分
」
と
し
て
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ⅴ
『
百
浦
添
御
普
請
日
記
』
に
入
る
御
拝
ツ
ヅ
。『
百
浦
添
御
普
請
日
記
』
は
首
里
城
の
改
築
に
か
か
わ
る
公
務
日
誌
で
あ
る
。
そ
れ
に
「
御
普
請
」
が
完
成
し
た
時
の
「
御
祝
儀
」（
一
八
四
六
年
九
月
二
十
三
日
）
で
唱
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
御
拝
ツ
ヅ
が
、
一
首
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
他
の
資
料
と
異
な
り
儀
式
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
な
く
、
誰
が
唱
え
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
そ
の
御
拝
ツ
ヅ
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。
一
御
拝
つ
ゝ
左
記
F　
み
ほ
み
の
け
や
べ
ら
。
け
ふ
の
も
ゝ
か
ほ
う
ひ
よ
り
に
、
百
浦
添
お
げ
ら
い
み
ち
さ
し
む
し
や
う
ち
や
る
御
祝
に
、
下
庫
理
の
御
座
敷
お
が
ま
れ
め
し
や
う
れ
ば
、
按
司
が
な
し
た
、
国
々
の
按
司
部
、
三
番
の
親
方
部
、
さ
38
ば
く
り
〳
〵
御
近
く
拝
で
、
御
さ
む
だ
い
の
御
酒
御
茶
お
た
ぶ
い
め
し
や
う
ち
、
お
の
上
に
し
つ
か
い
み
お
ぼ
け
お
た
ぶ
い
め
し
や
う
れ
ば
、
も
ゝ
す
で
す
で
ら
さ
し
む
し
や
う
ち
へ
、
こ
の
ご
お
ん
た
う
と
さ
や　
首
里
加
那
志
天
の
と
も
ゝ
と
と
ひ
や
く
さ
お
が
ま
れ
め
し
や
う
る
お
か
ほ
う
、
思
こ
わ
お
す
で
も
の
ゝ
も
ゝ
す
い
の
お
か
ほ
う
ど
、
夜
も
ひ
る
も
か
め
ね
が
へ
し
め
さ
し
む
し
や
う
ち
お
て
、
み
お
や
だ
い
り
や
き
も
す
い
た
い
す
い
、
が
ら
め
ち
み
お
や
し
め
さ
し
む
し
や
う
ん
た
い
て
と
、
し
つ
か
い
の
み
は
い
お
が
ま
し
む
し
や
い
る
思
事
。
（
申
し
上
げ
奉
り
ま
し
ょ
う
。
今
日
の
多
く
の
幸
い
が
あ
る
良
き
日
に
、
百
浦
添
〈
首
里
城
正
殿
〉
の
御
普
請
を
終
了
さ
せ
な
さ
っ
た
御
祝
い
の
儀
式
に
、
下
庫
理
の
御
座
敷
を
拝
見
な
さ
れ
ば
、
按
司
様
達
、
三
番
の
親
方
様
達
〈
三
司
官
〉）、
役
人
達
は
国
王
様
を
御
近
く
で
拝
謁
い
た
し
、
御
下
が
り
の
御
酒
御
茶
を
賜
り
、
そ
の
上
に
全
て
の
者
に
お
流
れ
を
賜
っ
た
の
で
、
百
の
若
返
り
を
若
返
ら
せ
な
さ
っ
た
こ
の
御
恩
の
尊
い
こ
と
よ
。
国
王
様
の
千
歳
千
年
を
拝
顔
で
き
る
幸
い
、
王
子
王
孫
の
百
年
の
末
の
幸
い
こ
そ
を
、
夜
も
昼
も
神
願
い
い
た
さ
せ
ま
し
て
い
て
、
公
事
に
心
を
込
め
身
を
入
れ
て
、
お
仕
え
奉
る
と
い
う
悉
皆
の
御
拝
を
い
た
さ
せ
ま
す
と
い
う
思
い
事
で
す
）
こ
れ
も
こ
れ
ま
で
の
御
拝
ツ
ヅ
に
従
っ
て
整
理
す
れ
ば
、
①
今
日
の
吉
日
に
百
浦
添
の
御
普
請
が
終
了
し
そ
の
祝
儀
の
儀
式
に
お
い
て
、
下
庫
裡
を
拝
見
、
下
庫
裡
へ
上
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
按
司
部
等
は
国
王
を
真
近
で
拝
顔
し
、
御
下
が
り
の
御
酒
・
御
茶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
他
の
全
て
の
者
へ
も
御
流
れ
を
賜
っ
て
、
皆
は
若
返
る
こ
と
が
出
来
た
御
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恩
、
②
国
王
と
王
子
・
王
孫
へ
の
末
長
い
多
幸
の
祈
願
、
③
こ
れ
か
ら
の
公
事
を
誠
心
誠
意
勤
め
る
誓
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
田
島
が
紹
介
し
た
『
聞
得
大
君
御
殿
御
願
公
事
帳
』
の
御
拝
ツ
ヅ
（
A
）、『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
に
記
さ
れ
る
二
首
の
御
拝
ツ
ヅ
（
B
C
）、「
琉
球
国
王
家
年
中
行
事
正
月
式
之
内
」
の
御
拝
ツ
ヅ
（
D
）、『
恵
姓
家
譜
（
六
世
友
良
）』「
久
高
島
由
来
」
の
「
ほ
く
り
つ
ゝ
」（
E
）、『
百
浦
添
御
普
請
日
記
』
の
「
御
拝
つ
ゞ
」（
F
）、
都
合
六
首
の
御
拝
ツ
ヅ
を
紹
介
し
た
。
ま
ず
、
御
拝
ツ
ヅ
の
表
現
形
式
に
つ
い
て
い
え
ば
、
A
か
ら
F
ま
で
の
六
首
の
御
拝
ツ
ヅ
の
全
て
は
〈
み
お
の
け
ら
へ
ら
〉（
申
し
上
げ
奉
り
ま
し
ょ
う
）
と
い
う
表
現
で
始
ま
る
。
こ
れ
が
、
ひ
と
つ
の
御
拝
ツ
ヅ
の
表
現
形
式
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
末
尾
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
A
が
「
み
お
う
み
の
け
し
む
し
や
い
る
」、
B
が
「
み
お
の
け
や
へ
る
お
め
き
よ
と
」、
C
が
「
お
か
ま
さ
し
む
し
や
へ
る
思
こ
と
」、
D
が
「
お
か
ま
さ
し
む
し
や
へ
る
思
事
」、
E
が
「
み
を
も
み
を
か
い
や
よ
る
」、
F
が
「
お
か
ま
し
む
し
や
へ
る
思
事
」
で
あ
り
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
解
釈
が
不
明
な
部
分
が
あ
る
が
、
A
E
は
「
奏
上
す
る
。
言
上
す
る
。（
国
王
に
）
申
し
上
げ
る
」
意
の
「
ミ
ュ
ン
ニ
ュ
キ
ユ
ン
」）18
（
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
B
は
こ
れ
に
「
お
め
き
よ
と
」
が
付
い
た
か
た
ち
。C
D
F
は
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
、〈
拝
ま
さ
せ
ま
す
〉
に
「
思
こ
と
（
事
）」
が
付
い
た
も
の
で
、「
思
こ
と
（
事
）」
40
は
B
の
「
お
め
き
よ
と
」
と
同
じ
だ
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
、
A
E
が
基
本
的
な
表
現
だ
と
す
れ
ば
、
申
し
上
げ
奉
り
ま
し
ょ
う
と
始
ま
り
、
申
し
上
げ
奉
り
ま
す
と
い
う
か
た
ち
で
、
終
わ
る
形
式
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
や
や
唐
突
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
宮
古
島
狩
俣
の
神
事
で
神
女
が
謡
う
（
よ
む
）
神
歌
タ
ー
ビ
の
冒
頭
の
定
型
句
「
オ
ト
も
よ
ん　
と
ぅ
ゆ
ま
い　
う
シ
き
ゆ
ん　
み
ゃ
ー
が
ら
い
」（
お
供
の
よ
み
を
鳴
響
も
う　
お
付
き
の
よ
み
を
揚
げ
よ
う
）
で
始
ま
り
、
称
え
る
神
の
事
績
を
間
に
謡
っ
た
（
よ
ん
だ
）
後
、
末
尾
の
定
型
句
「
う
と
ぅ
む
ゆ
ん　
と
ぅ
た
ん　
う
シ
き
ゆ
ん　
ゆ
た
ん
」（
お
供
の
よ
み
を
と
っ
た　
お
付
き
の
よ
み
を
よ
ん
だ
）
と
謡
い
（
よ
み
）
お
さ
め
る
タ
ー
ビ
の
形
式
と
類
似
す
る）19
（
。
こ
の
点
か
ら
も
、
A
E
の
表
現
形
式
は
注
目
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
稿
が
引
い
た
「
三
平
等
之
御
願
」
に
聞
得
大
君
御
殿
で
唱
え
ら
れ
る
オ
タ
カ
ベ
は
、
そ
の
最
後
が
「
て
ゝ
」
と
終
わ
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
オ
タ
カ
ベ
に
見
ら
れ
る
表
現
で
、
こ
れ
が
オ
タ
カ
ベ
固
有
の
表
現
形
式
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
御
拝
ツ
ヅ
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
始
ま
り
に
御
拝
ツ
ヅ
と
し
て
の
固
有
の
表
現
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
ぎ
に
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
拝
ツ
ヅ
で
記
し
て
き
た
通
り
、
内
容
は
ほ
ぼ
三
点
に
整
理
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
①
そ
れ
ぞ
れ
の
御
拝
人
数
（
御
拝
す
る
者
）
に
応
じ
た
御
拝
を
す
る
対
象
（
国
王
・
聞
得
大
君
）
の
御
恩
に
対
す
る
感
謝
、
②
御
拝
を
す
る
対
象
と
そ
の
子
孫
達
の
永
遠
の
多
幸
の
祈
願
、
③
公
務
に
尽
力
す
る
誓
い
で
あ
る
。
①
と
③
は
御
拝
ツ
ヅ
に
応
じ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
②
の
表
現
は
い
ず
れ
も
類
型
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
②
に
か
か
わ
る
表
現
に
つ
い
て
も
う
少
し
い
え
ば
、
御
拝
す
る
側
が
そ
の
対
象
を
拝
見
す
る
機
会
を
頂
戴
し
た
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御
恩
を
述
べ
、
そ
れ
で
百
の
若
さ
を
頂
戴
し
た
と
い
う
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
御
拝
す
る
対
象
と
そ
の
子
孫
達
に
は
千
歳
の
多
幸
を
願
う
と
い
う
表
現
と
対
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
は
明
ら
か
に
、
御
拝
す
る
対
象
に
対
す
る
敬
意
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
子
孫
の
千
歳
の
多
幸
を
願
う
と
い
う
の
は
、
王
統
の
永
続
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
い
え
ば
、
B
や
E
を
除
い
た
三
首
の
御
拝
ツ
ヅ
に
A
「
大
こ
お
り
の
御
座
敷
」（
聞
得
大
君
御
殿
の
座
敷
）
や
C
D
「
真
正
面
之
御
座
敷
」（
首
里
グ
ス
ク
唐
玻
豊
）、
D
Ｆ
「
下
こ
お
り
の
御
座
敷
」（
首
里
グ
ス
ク
正
殿
の
下
庫
裡
）
を
拝
見
す
る
機
会
を
頂
戴
し
若
返
っ
た
御
恩
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
聞
得
大
君
や
国
王
の
尊
顔
を
間
近
で
拝
す
る
こ
と
が
見
る
側
に
霊
的
な
力
が
付
与
さ
れ
、
生
命
力
を
充
実
さ
せ
若
返
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
宗
教
的
な
観
念
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
御
茶
飯
」
の
時
の
「
祝
歌
」
の
一
番
歌
は
、
「
首
里
天
加
那
志
百
年
き
や
て
ち
や
う
わ
れ　
御
万
人
の
ま
き
り
拝
て
す
て
ら
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
御
拝
ツ
ヅ
で
あ
ら
わ
し
た
こ
の
観
念
を
「
祝
歌
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ひ
と
つ
の
儀
礼
に
お
い
て
、
異
な
る
表
現
で
重
層
的
に
同
一
の
テ
ー
マ
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
儀
礼
歌
の
問
題
が
こ
こ
に
あ
る
。
琉
歌
に
は
「
拝
で
す
で
ら
」
と
い
う
常
套
表
現
が
あ
る
が
、
用
例
の
多
く
は
、
第
一
句
目
を
「
首
里
天
が
な
し
」
あ
る
い
は
「
首
里
が
な
し
」（
国
王
）
と
し
、
最
後
の
句
が
「
拝
で
す
で
ら
」
と
す
る
類
型
歌
で
あ
る）20
（
。
こ
の
類
型
歌
は
、「
祝
歌
」
の
一
番
歌
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
儀
礼
的
な
場
を
歌
っ
た
琉
歌
と
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
朝
拝
儀
礼
で
は
、「
表
向
之
御
勤
」
に
先
立
っ
て
早
朝
に
聞
得
大
君
御
殿
か
ら
献
上
さ
れ
た
「
辺
土
之
美
御
水
御
撫
」
の
儀
式
が
あ
っ
た
。
国
王
は
そ
れ
に
よ
っ
て
霊
的
な
力
を
得
て
若
返
り
、
諸
侯
諸
士
が
国
王
の
尊
顔
を
拝
す
る
唐
玻
豊
42
の
儀
式
に
お
い
て
、
国
王
の
霊
的
な
力
が
諸
侯
諸
士
に
付
与
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
オ
モ
ロ
の
第
七
―
三
六
三
は
「
一
聞きこ
得ゑ
大
君ぎみ
ぎ
や　
末すへ　
尋と
め
て　
降お
れ
わ
ち
へ　
な
さ
い
子きよ
思も
い
按あん
司じ
襲おそ
い　
御みき
顔やう　
合あ
わ
ち
へ　
お
も
か
し
や
ど　
実げ
に　
あ
る　
又
鳴と
響よ
む
精せ
高だか
子こ
が　
真ま
末せ　
尋と
め
て　
降お
れ
わ
ち
へ　
又
な
さ
い
子きよ
思も
い
按あ
司ぢ
襲おそ
い　
百ひや
歳くさ　
成な
る
ぎ
や
め
む　
面おも
変か
わ
り　
し
よ
わ
る
な　
又
吾あ
が
か
い
撫な
で
按あん
司じ
襲おそ
い　
百もゝ
年と　
成な
る
ぎ
や
め
む　
成な
り
変か
わ
り　
し
よ
わ
る
な
（
以
下
省
略
）」
と
い
う
ウ
タ
だ
が
、
こ
れ
は
聞
得
大
君
が
王
位
を
継
ぐ
王
統
の
末
を
探
し
て
降
臨
し
、
国
王
と
御
顔
を
合
わ
せ
て
、
百
歳
も
の
変
わ
ら
な
い
長
寿
の
姿
を
保
つ
国
王
の
言
祝
ぎ
を
謡
っ
た
オ
モ
ロ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
聞
得
大
君
と
国
王
と
が
〈
御
顔
〉
を
〈
合
わ
せ
る
〉
こ
と
が
、
聞
得
大
君
か
ら
国
王
に
霊
的
な
力
を
付
与
す
る
儀
礼
的
行
為
に
な
る
と
理
解
さ
れ
る
。
反
復
部
の
「
お
も
か
し
や
ど　
実げ
に　
あ
る
」（
実
に
喜
ば
し
く
あ
る
ぞ
）
は
、
そ
れ
が
適
っ
た
国
王
の
喜
び
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
―
二
○
五
他
は
「
一
首
里
大
君きみ
ぎ
や　
鳴と
響よ
む
国くに
襲おそ
い
ぎ
や
／
又
け
お
の
内　
戻もど
て　
も
ぢ
ろ
内うち　
戻もど
て
／
又
な
さ
い
子きよ
思も
い
按あ
司ぢ
襲おそ
い　
な
さ
い
子きよ
思も
い
た
ゝ
み
子きよ
／
又
あ
ま
こ　
合あ
わ
ち
へ　
並なら
で　
御みき
顔やう　
合あ
わ
ち
へ　
並なら
で
」
だ
が
、
首
里
大
君
は
オ
ボ
ツ
と
繋
が
る
〈
け
お
の
内
〉
に
戻
っ
て
来
て
、
国
王
と
〈
あ
ま
こ
／
御
顔
〉
を
〈
合
わ
せ
て
並
び
立
つ
〉
こ
と
が
謡
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
女
が
想
念
上
の
異
界
で
あ
る
オ
ボ
ツ
に
お
い
て
霊
的
な
力
の
更
新
を
果
た
し
、〈
け
お
の
内
〉
に
戻
っ
て
き
て
国
王
と
〈
あ
ま
こ
／
御
顔
〉
を
合
わ
せ
る
儀
礼
を
行
う
中
で
、
神
女
の
霊
的
な
力
を
国
王
に
付
与
す
る
こ
と
を
謡
っ
て
い
る
オ
モ
ロ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
神
女
と
国
王
の
儀
礼
的
な
行
為
が
、
国
王
と
諸
侯
諸
士
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
ひ
と
つ
の
場
面
が
朝
拝
儀
礼
の
唐
玻
豊
の
儀
式
で
あ
り
、
渡
唐
儀
礼
で
は
「
旅
御
拝
」
や
「
御
茶
飯
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
特
に
朝
拝
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儀
礼
の
御
拝
ツ
ヅ
に
は
、
こ
の
表
現
が
三
度
も
繰
り
返
し
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
年
頭
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
御
拝
ツ
ヅ
に
あ
る
国
王
の
尊
顔
を
拝
す
る
機
会
を
頂
戴
し
若
返
っ
た
御
恩
が
表
現
さ
れ
る
類
型
表
現
と
も
い
え
る
②
は
、
国
王
の
尊
顔
を
仰
ぐ
こ
と
で
付
与
さ
れ
る
霊
的
力
へ
の
感
謝
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は
こ
の
問
題
は
、
澤
井
真
代
が
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
「
つ
ゝ
」
―
対
峙
す
る
力
―
」（
注
8
）
で
言
及
し
よ
う
と
し
て
い
る
神
と
神
女
の
「
対
峙
す
る
力
」
と
繋
が
る
。
す
な
わ
ち
、
神
女
と
国
王
と
が
〈
あ
ま
こ
／
御
顔
〉
を
合
わ
せ
る
儀
礼
は
、〈
御
拝
ツ
ヅ
の
意
義
〉
で
述
べ
た
聖
な
る
言
葉
、
特
殊
な
言
葉
を
〈
遣
り
交
わ
す
〉
儀
礼
や
〈
合
わ
せ
合
う
〉
儀
礼
と
重
な
る
儀
礼
的
な
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
御
拝
ツ
ヅ
に
あ
る
国
王
・
聞
得
大
君
の
尊
顔
を
拝
す
る
機
会
を
頂
戴
し
、
若
返
っ
た
御
恩
が
表
現
さ
れ
る
類
型
表
現
②
は
、
国
王
・
聞
得
大
君
と
官
人
と
が
「
対
峙
」
す
る
儀
礼
的
な
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
御
拝
ツ
ヅ
の
最
終
的
な
目
的
は
、
御
拝
ツ
ヅ
の
末
尾
に
表
現
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
③
に
当
た
る
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
上
位
に
あ
る
官
人
が
代
表
し
て
国
王
や
聞
得
大
君
等
に
対
し
て
、
王
府
の
公
事
を
誠
心
誠
意
勤
め
る
誓
い
、
誓
詞
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
聞
得
大
君
御
殿
の
儀
式
（「
三
平
等
之
御
願
」）
で
前
半
に
行
わ
れ
る
オ
タ
カ
ベ
が
、
御
殿
に
祀
ら
れ
る
「
御
前
」（
神
）
に
対
し
て
唱
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
A
の
御
拝
ツ
ヅ
は
、
後
半
の
儀
式
で
渡
唐
す
る
旅
役
者
の
代
表
、
王
舅
が
聞
得
大
君
に
対
し
て
唱
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
。
こ
れ
を
御
拝
ツ
ヅ
に
か
か
わ
る
研
究
史
と
重
ね
て
検
討
す
る
と
、
加
藤
三
吾
が
記
し
た
「
神
職
が
神
に
謝
す
る
詞
」、
あ
る
い
は
嘉
味
田
宗
栄
が
「
御
拝
つ
づ
は
、
後
者
（
人
対
神
の
謝
辞
）
の
場
合
で
あ
る
」（
注
5
の
『
琉
球
文
学
序
説
』）
と
44
す
る
理
解
は
、
誤
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
田
島
が
「
上
に
対
し
て
謝
恩
の
意
を
述
ぶ
る
時
に
用
ゐ
る
」
と
し
た
の
は
、
含
蓄
の
あ
る
見
解
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
管
見
に
入
る
御
拝
ツ
ヅ
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
六
首
だ
け
だ
が
、
御
拝
ツ
ヅ
が
誓
詞
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
四
「
七 
誓
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
御
代
替
之
時
、
世
誓
」
や
「
諸
士
任
職
之
時
、
且
手
札
改
之
時
」
な
ど
に
お
い
て
は
、
御
拝
ツ
ヅ
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る）21
（
。
御
拝
ツ
ヅ
が
唱
え
ら
れ
る
場
は
、
多
く
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
御
拝
ツ
ヅ
が
琉
球
文
学
研
究
の
初
発
期
に
あ
っ
て
は
、
オ
タ
カ
ベ
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
な
が
ら
、
小
野
重
朗
・
仲
原
善
忠
以
降
の
研
究
に
な
る
と
取
り
上
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
に
替
わ
っ
て
ミ
セ
ゼ
ル
が
研
究
史
上
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
経
緯
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
史
の
変
遷
は
、
ミ
セ
ゼ
ル
を
神
託
・
託
宣
と
捉
え
、
こ
れ
を
始
原
的
な
文
学
と
し
て
考
え
る
文
学
史
的
な
視
点
を
琉
球
文
学
の
概
観
に
取
り
入
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
伊
平
屋
島
等
の
資
料
（『
女
官
御
双
紙
』『
琉
球
国
由
来
記
』
等
）
に
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
る
「
み
せ
ゝ
る
」
が
あ
り
な
が
ら
、
初
発
期
の
研
究
が
こ
れ
を
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
問
題
は
あ
る
。
し
か
し
、
ミ
セ
ゼ
ル
の
内
容
は
明
確
な
神
託
・
託
宣
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
オ
タ
カ
ベ
と
の
差
異
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
か
が
課
題
と
し
て
あ
る）22
（
。
た
と
え
、
ミ
セ
ゼ
ル
を
神
託
・
託
宣
で
あ
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
文
学
史
な
問
題
と
し
て
ミ
セ
ゼ
ル
を
文
学
の
始
原
的
な
表
現
と
考
え
る
こ
と
自
体
が
正
し
い
の
か
。
神
と
人
と
の
関
係
で
考
え
て
も
、
オ
タ
カ
ベ
よ
り
も
ミ
セ
ゼ
ル
が
先
行
す
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
か
。
神
託
・
託
宣
と
し
て
の
ミ
セ
ゼ
ル
と
い
う
表
現
形
式
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
同
時
に
オ
タ
カ
ベ
と
い
う
表
現
形
式
の
成
立
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。
さ
ら
に
、
神
と
人
と
の
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表
現
形
式
が
成
立
し
て
い
れ
ば
、
御
拝
ツ
ヅ
の
よ
う
な
人
と
人
の
間
の
表
現
形
式
も
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
人
と
人
の
表
現
は
、
伊
波
や
加
藤
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
表
現
に
変
化
が
起
き
や
す
く
、
逆
に
神
と
人
の
表
現
は
、
装
い
と
し
て
古
式
を
ま
と
い
、
人
と
人
と
の
間
の
表
現
よ
り
も
固
定
的
な
傾
向
を
持
つ
と
想
像
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
資
料
か
ら
推
測
し
て
ミ
セ
ゼ
ル
が
古
く
、
御
拝
ツ
ヅ
は
新
し
い
文
学
で
あ
る
と
は
、
に
わ
か
に
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
御
拝
ツ
ヅ
を
人
と
人
の
間
の
儀
礼
的
な
言
語
表
現
と
し
て
、
琉
球
文
学
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
確
認
さ
れ
る
御
拝
ツ
ヅ
は
王
府
儀
礼
に
お
け
る
人
と
人
と
の
間
の
儀
礼
的
な
言
語
表
現
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
ず
、
王
府
以
外
の
村
落
の
祭
祀
や
行
事
等
の
中
で
も
様
々
に
こ
の
よ
う
な
表
現
が
広
く
存
在
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
澤
井
真
代
が
『
石
垣
島
川
平
の
宗
教
儀
礼
』（
森
話
社
、
二
○
一
二
年
）
の
中
で
「
第
二
章　
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
と
共
同
体
」
の
「
第
二
節　
成
員
に
よ
る
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
」
に
記
さ
れ
る
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
を
担
う
成
員
（
青
年
）
が
カ
ン
フ
ツ
を
習
得
す
る
練
習
の
最
後
の
日
に
川
平
方
言
で
な
さ
れ
る
「
フ
ー
ム
ト
ゥ
か
ら
成
員
達
へ
向
け
て
の
訓
示
」
や
、「
第
三
章　
儀
礼
へ
の
参
加
者
の
こ
と
ば
」
で
問
題
に
し
て
い
る
男
性
神
役
ス
ー
ダ
イ
（
総
代
）
か
ら
神
女
ツ
カ
サ
（
司
）
へ
の
「
発
話
」（
御
礼
の
挨
拶
や
報
告
、
依
頼
（「
ッ
サ
リ
」
等
）、
ス
ー
ダ
イ
か
ら
共
同
体
の
成
員
に
対
す
る
「
発
話
」（
挨
拶
）、
あ
る
い
は
ツ
カ
サ
か
ら
ス
ー
ダ
イ
等
へ
の
「
発
話
」（
御
礼
の
挨
拶
）
等
は
、
川
平
方
言
に
よ
る
人
か
ら
人
へ
の
儀
礼
的
な
言
語
表
現
で
あ
る）23
（
。
こ
の
よ
う
な
儀
礼
的
な
言
語
表
現
を
琉
球
文
学
の
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
に
な
る
。
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最
後
に
、
池
宮
正
治
が
「
琉
球
文
学
総
論
」
で
御
拝
ツ
ヅ
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
「
琉
球
国
王
の
即
位
の
宣
命
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。「
琉
球
国
王
の
即
位
の
宣
命
」
は
、
東
恩
納
が
「
昔
琉
球
国
王
が
王
位
に
即
か
れ
る
時
に
は
即
位
式
典
の
前
日
三
司
官
が
一
人
御
名
代
と
し
て
円
覚
寺
と
天
王
寺
と
に
参
詣
、
先
王
先
妃
の
御
神
霊
に
奉
告
の
御
式
が
挙
げ
ら
れ
る
常
例
で
あ
つ
た
が
其
の
時
の
宣
命
は
か
う
い
ふ
の
で
あ
る
」
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
ん
ど
、
○
○
王
が
な
し
、
て
り
あ
が
り
め
し
よ
わ
ち
や
る
げ
に
、
十
百
と
、
十
百
さ
、
ち
よ
う
わ
る
や
に
、
お
み
子
お
す
で
も
の
ゝ
、
十
百
す
へ
の
お
か
ほ
う
、
し
ま
く
に
の
さ
く
も
つ
の
た
め
、
唐
大
和
宮
古
八
重
山
し
ま
〴
〵
の
船
々
う
わ
つ
き
、
や
ゝ
と
の
う
こ
と
も
、
も
ゝ
か
ほ
う
の
あ
る
や
に
、
お
ま
も
り
め
し
よ
わ
ち
、
お
た
ぼ
い
、
め
し
よ
わ
れ
、
云
々
（
今
度
、
○
○
王
様
は
御
即
位
な
さ
っ
た
の
で
、
千
年
千
歳
も
王
位
に
ま
し
ま
し
、
王
子
王
孫
の
千
年
の
末
の
御
幸
運
、
シ
マ
・
ク
ニ
の
作
物
の
豊
作
の
為
、
中
国
日
本
宮
古
八
重
山
や
諸
島
諸
島
へ
往
来
す
る
船
船
の
天
候
が
、
安
ら
か
で
何
事
も
な
く
、
多
幸
で
あ
る
よ
う
に
、
御
守
り
な
さ
り
く
だ
さ
れ
な
さ
っ
て
、
云
々
）
実
は
、
東
恩
納
が
「
琉
球
王
即
位
の
宣
命
」
と
し
た
も
の
は
、『
尚
泰
様
御
即
位
日
記
』（
尚
家
文
書
20
）
に
記
さ
れ
て
い
る
「
御
た
か
べ
」
で
あ
る
。「
○
○
」
の
箇
所
に
は
「
尚
泰
」
が
書
か
れ
、
末
尾
の
「
お
た
ぼ
い
、
め
し
よ
わ
れ
、
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云
々
」
の
「
云
々
」
の
箇
所
に
は
オ
タ
カ
ベ
の
末
尾
の
常
套
表
現
に
な
っ
て
い
る
「
て
ゝ
」
が
記
さ
れ
て
、「
お
た
ぼ
い
、
め
し
よ
わ
れ
、
て
ゝ
、
御
た
か
べ
お
か
み
申
」
と
あ
り
、
そ
の
時
の
「
御
祝
物
」（
供
物
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
東
恩
納
は
「
宣
命
」
の
資
料
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、『
尚
泰
様
御
即
位
日
記
』
を
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
な
ぜ
か
こ
れ
を
「
即
位
式
典
の
前
日
三
司
官
が
一
人
御
名
代
と
し
て
円
覚
寺
と
天
王
寺
と
に
参
詣
、
先
王
先
妃
の
御
神
霊
」
に
唱
え
た
「
宣
命
」
と
し
た
の
で
あ
る
。『
尚
泰
様
御
即
位
日
記
』
に
記
さ
れ
る
「
御
即
位
之
前
日
円
覚
寺
天
王
寺
御
告
祭
之
次
第
」
に
は
、「
御
使
之
三
司
官
」
が
唱
え
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
「
祝
文
」
と
あ
る
。「
御
願
書
」
と
記
さ
れ
る
「
御
た
か
べ
」
と
は
、
別
の
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。「
御
た
か
べ
」
は
辺
土
、
今
帰
仁
、
知
念
、
斎
場
（
さ
や
は
）、
久
高
、
玉
城
、
伊
平
屋
に
派
遣
さ
れ
る
親
方
部
等
七
人
一
組
の
役
人
が
「
御
祝
物
」（「
み
は
な
」「
御
五
水
」
等
）
と
と
も
に
持
参
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
場
を
管
轄
す
る
ノ
ロ
に
唱
え
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
東
恩
納
が
記
し
た
「
宣
命
」
は
少
な
く
と
も
オ
タ
カ
ベ
で
あ
っ
た
が
、
関
係
資
料
を
さ
ら
に
広
く
見
れ
ば
、
王
府
儀
礼
に
お
け
る
人
と
人
の
間
の
儀
礼
的
な
言
語
表
現
は
、
広
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
御
拝
ツ
ヅ
を
事
例
と
す
る
人
と
人
と
の
間
の
儀
礼
的
な
言
語
表
現
・
言
語
活
動
の
究
明
は
、
今
後
の
琉
球
文
学
の
大
き
な
課
題
に
な
る
。
【
注
】
（
1
）「
琉
球
の
歴
史
と
其
言
語
と
」
中
の
特
に
琉
球
語
資
料
を
紹
介
す
る
箇
所
を
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
か
ら
取
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
伊
波
は
「
旧
師
田
島
利
三
郎
氏
が
集
め
た
資
料
中
よ
り
、
古
き
琉
球
語
の
見
本
を
取
り
だ
し
」
た
と
こ
と
わ
っ
て
い
48
る
。「
琉
球
の
歴
史
と
其
言
語
と
」
は
、「
琉
球
語
研
究
資
料
」
の
前
半
部
「
一
、
お
も
ろ　
二
、
お
た
か
べ
の
詞　
三
、
御
拝
つ
　ゞ
四
、
碑
文
」
ま
で
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
っ
て
い
る
。「
琉
球
の
歴
史
と
其
言
語
と
」
は
、「
琉
球
語
研
究
資
料
」
が
発
表
さ
れ
た
翌
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
当
時
、
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
伊
波
は
、
田
島
が
紹
介
し
た
「
琉
球
語
研
究
資
料
」
を
早
速
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
伊
波
が
田
島
の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
自
ら
の
学
問
を
出
発
さ
せ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
（
2
）
沖
縄
県
立
図
書
館
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。
（
3
）
加
藤
三
吾
は
『
琉
球
の
研
究
』
と
い
う
勝
れ
た
書
を
出
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
研
究
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
加
藤
の
研
究
を
評
価
し
た
研
究
者
は
、『
琉
球
の
研
究
』
を
校
訂
し
て
出
版
し
た
早
川
孝
太
郎
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
後
に
な
っ
て
野
口
武
徳
も
『
琉
球
の
研
究
』
の
勝
れ
た
内
容
を
知
り
、
未
来
社
か
ら
『
琉
球
の
研
究
』（
一
九
七
五
年
）
の
出
版
に
尽
力
し
て
い
る
。
同
書
に
野
口
は
「『
琉
球
の
研
究
』
の
学
史
的
位
置
」
を
書
い
て
、
加
藤
の
琉
球
研
究
の
位
置
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
別
に
『
南
島
研
究
の
歳
月
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
○
年
）
の
中
で
、
加
藤
の
勝
れ
た
業
績
を
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
琉
球
文
学
研
究
か
ら
の
加
藤
の
評
価
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
加
藤
の
人
物
研
究
と
し
て
外
崎
克
久
『
北
の
旅
人　
加
藤
三
吾
伝
』（
自
家
版
、
一
九
七
六
年
。
後
に
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。
他
に
、
比
嘉
政
夫
「
孤
高
な
る
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
―
加
藤
三
吾
論
」（『
女
性
優
位
と
男
系
原
理
』
凱
風
社
、
一
九
八
七
年
所
収
）
が
あ
る
。
（
4
）
拙
論
「
第
三
部　
オ
モ
ロ
の
研
究
史　
第
一
章　
新
オ
モ
ロ
学
派
の
オ
モ
ロ
研
究　
第
二
章　
仲
原
善
忠
の
オ
モ
ロ
研
究
」
（『
お
も
ろ
さ
う
し
研
究
』
角
川
文
化
振
興
財
団
、
二
○
一
七
年
所
収
）。
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（
5
）
外
間
守
善
「
南
島
文
学
の
全
体
像
」（『
南
島
文
学
論
』
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）
等
。
た
だ
し
、
嘉
味
田
宗
栄
『
琉
球
文
学
序
説
』（
沖
縄
教
育
図
書
、
一
九
六
六
年
）
で
は
、「
一
、
誦
詠
」
と
い
う
分
類
を
立
て
て
、「
1
み
せ
せ
る　
2
お
た
か
べ　
3
御
拝
つ
づ　
4
よ
ん
ご
と
」
と
い
う
四
つ
の
項
目
を
示
し
、
田
島
が
紹
介
し
た
御
拝
ツ
ヅ
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
嘉
味
田
は
御
拝
ツ
ヅ
に
つ
い
て
「
感
謝
の
意
を
述
べ
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
人
対
人
の
謝
辞
が
あ
る
よ
う
に
、
人
対
神
の
謝
辞
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
、「
御
拝
つ
づ
」
は
、
後
者
の
場
合
で
あ
る
」
と
記
し
、
加
藤
三
吾
と
同
様
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
（
6
）「
琉
球
国
王
家
年
中
行
事
正
月
式
之
内
」
は
、
豊
見
山
和
行
が
「〔
史
料
紹
介
〕
琉
球
国
王
家
年
中
行
事　
正
月
式
之
内
」（『
浦
添
市
立
図
書
館
紀
要
』
第
二
号
、
浦
添
市
立
図
書
館
、
一
九
九
○
年
）
と
し
て
、
翻
刻
し
た
資
料
で
あ
る
。「
琉
球
国
王
の
即
位
の
宣
命
」
は
、
東
恩
納
寛
惇
が
同
題
で
『
琉
球
新
報
』
一
九
一
五
年
十
一
月
十
日
に
掲
載
し
た
記
事
で
あ
る
（『
東
恩
納
寛
惇
全
集
』
第
八
巻
、
第
一
書
房
所
収
）。
（
7
）
以
下
の
ミ
セ
ゼ
ル
、
オ
タ
カ
ベ
、
ク
ェ
ー
ナ
は
外
間
守
善
・
玉
城
政
美
『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅰ　
沖
縄
篇
上
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
○
年
）
に
よ
る
。
（
8
）
拙
論
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
神
女
」（『『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
琉
球
文
学
』
笠
間
書
院
、
二
○
一
○
年
所
収
）。
ま
た
、
澤
井
真
代
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
「
つ
ゝ
」
―
対
峙
す
る
力
―
」（『
口
承
文
芸
研
究
』
第
四
十
三
号
、
日
本
口
承
文
芸
学
会
、
二
○
二
○
年
）
も
、
御
拝
ツ
ヅ
の
語
義
に
言
及
し
て
い
る
。
澤
井
の
論
考
は
、
琉
球
歌
謡
の
「
つ
ゝ
」
の
用
例
を
通
し
て
想
定
さ
れ
る
、
神
と
神
女
の
「
対
峙
」
す
る
儀
礼
的
な
行
為
を
問
題
に
し
た
論
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
（
9
）
拙
論
「
琉
球
王
府
の
雨
乞
い
儀
礼
―
尚
家
文
書
「
雨
乞
日
記
」「
雨
乞
御
代
参
日
記
」
と
雨
乞
い
の
オ
モ
ロ
に
ふ
れ
て
―
」
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（『
沖
縄
文
化
研
究
』
第
四
十
五
号
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
二
○
一
八
年
）。
（
10
）
以
下
、
A
B
C
の
三
首
の
御
拝
ツ
ヅ
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
琉
球
の
旅
ウ
タ
の
謡
う
場
と
担
い
手
―
『
田
里
筑
登
之
親
雲
上
渡
唐
準
備
日
記
』
と
『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』『
踊
合
』『
伊
江
朝
睦
日
日
記
』
を
資
料
と
し
て
―
」（『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
』
第
五
十
七
号
、
二
○
二
○
年
）
の
一
部
と
重
な
る
。
本
稿
は
、
拙
論
か
ら
御
拝
ツ
ヅ
に
焦
点
を
絞
っ
て
関
係
箇
所
を
記
し
た
。
そ
の
際
、
前
稿
の
一
部
を
訂
正
加
筆
し
て
い
る
。
な
お
、
御
拝
ツ
ヅ
、
オ
タ
カ
ベ
の
引
用
に
は
句
読
点
を
適
宜
付
け
、
口
語
訳
は
私
に
付
け
た
。
口
語
訳
が
付
い
て
い
る
田
島
が
引
く
御
拝
ツ
ヅ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
る
。
（
11
）『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
の
「
三
平
等
之
御
願
」（
同
〈
四
月
〉
十
三
日
）
の
記
事
の
関
連
す
る
部
分
を
翻
刻
し
た
。
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
適
宜
句
点
を
記
し
た
。
○
は
判
読
で
き
な
い
文
字
。『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
の
翻
刻
は
、
以
下
同
じ
。
 
　
　
 
一
三
平
等
御
立
願
ニ
付
、
渡
唐
人
数
朝
衣
冠
ニ
而
、
四
ツ
頭
時
分
聞
得
大
君
御
殿
参
上
、
い
つ
れ
も
相
揃
、
大
親
御
取
次
奉
伺
御
機
嫌
済
而
、
親
雲
上
た
御
取
次
御
願
物
御
注
文
之
通
、
御
花
之
上
ニ
御
香
置
中
、
酒
瓶
之
間
ニ
、
御
注
文
甲
子
書
置
、
御
座
敷
み
は
な
御
酒
取
添
、
差
上
何
れ
も
相
揃
候
段
、
大
親
衆
江
相
達
、
大
親
衆
よ
り
あ
ん
し
た
れ
御
取
次
被
申
上
、
御
庭
江
罷
出
。
御
座
敷
仕
候
様
大
親
衆
よ
り
知
シ
有
之
、
水
主
供
之
者
迄
、
御
庭
江
罷
出
。
王
舅
紫
金
大
夫
以
下
、
大
唐
船
人
数
西
表
、
紫
巾
官
大
夫
以
下
小
唐
船
人
数
東
表
、
各
浮
道
表
上
ニ
し
て
役
次
第
立
御
拝
ニ
而
着
座
。
お
た
か
へ
相
済
候
間
御
拝
可
仕
旨
、
あ
ん
し
た
れ
よ
り
知
シ
有
之
。
親
雲
上
た
よ
り
御
香
五
本
灯
上
、
王
舅
江
相
渡
候
付
、
御
甲
子
御
前
江
御
焼
香
仕
、
引
次
紫
巾
官
同
断
相
済
、
何
れ
も
四
ツ
御
拝
、
三
拾
三
拝
、
立
居
九
拝
相
済
、
又
最
前
之
通
、
御
香
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五
本
宛
灯
、
御
火
鉢
御
前
江
、
御
焼
香
相
済
退
去
。
御
番
所
江
扣
居
、
大
親
よ
り
大
庫
理
御
規
式
稽
古
可
仕
旨
有
之
。
何
れ
も
参
上
、
致
稽
古
退
去
。
御
出
座
前
、
大
御
殿
江
御
呼
之
段
、
親
雲
上
た
よ
り
承
知
仕
、
紫
冠
大
親
両
人
、
下
御
座
左
右
ニ
而
御
差
床
江
立
御
拝
ニ
而
、
御
同
所
左
右
ニ
着
座
。
引
次
、
渡
唐
人
数
当
座
迄
順
々
着
座
。
御
出
座
被
遊
候
得
者
つ
く
は
い
、
出
仕
ニ
而
四
ツ
御
拝
、
相
勤
。（
途
中
省
略
）
紫
冠
大
親
本
座
ニ
而
、
御
礼
手
を
合
、
図
之
通
半
御
拝
仕
、
御
拝
つ
ゝ
達　
尊
聞
、
御
礼
式
最
前
之
通
、
相
勤
候
。
則
女
大
親
脇
付
御
座
末
江
、
一
列
ニ
居
手
を
合
候
得
者
、
被
遊　
御
入
座
候
。
此
時
い
つ
れ
も
つ
く
は
い
居
、
手
を
合
退
去
。
御
広
間
江
御
呼
之
段
、
親
雲
上
た
よ
り
承
知
仕
、
王
舅
以
下
当
座
迄
役
次
第
御
着
座
。
紫
冠
大
親
御
相
伴
ニ
而
御
茶
御
菓
子
被
下
候
。
黄
冠
之
大
筆
者
以
下
、
儀
者
医
道
勤
学
人
船
頭
迄
、
旅
○
○
敷
親
雲
上
た
相
伴
ニ
而
右
同
断
、
被
下
御
礼
。
王
舅
よ
り
大
親
御
取
次
、
美
拝
申
上
、
致
退
去
候
事
。
（
12
）『
聞
得
大
君
御
殿
并
御
城
御
規
式
次
第
』（
小
島
瓔
禮
『
神
道
大
系　
沖
縄
』（
神
道
大
系
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
二
年
）
に
記
さ
れ
る
「
唐
和
両
先
嶋
三
平
等
御
願
之
時
御
規
式
次
第
」
は
、
以
下
で
あ
る
。
 
　
　
 
当
日
、
勢
頭
大
夫
并
乗
衆
以
下
役
者
末
々
迄
、
於
二
前
之
御
庭
一
御
着
座
仕
候
得
者
、
大
君
加
那
志
白
御
衣
裳
御
着
ニ
而
、
美
御
す
し
御
前
之
御
側
江
上
御
畳
ニ
而
、
御
着
座
、
勢
頭
大
夫
以
下
役
者
共
よ
り
進
上
之
御
供
物
者
、
大
こ
ほ
り
あ
む
し
た
れ
捧
上
、
美
御
す
し
御
前
、
御
火
鉢
御
前
、
金
之
美
御
す
し
御
前
、
聞
得
大
君
美
御
す
し
御
前
江
御
た
か
へ
仕
候
得
者
、
右
之
面
々
四
ツ
御
拝
、
三
十
三
拝
、
九
拝
仕
、
夫
々
済
而
、
猶
又
上
御
畳
、
美
御
す
し
御
前
、
御
向
江
直
之
左
候
而
、
美
簾
被
二
相
下
一
、
大
君
加
那
志
、
美
色
御
衣
裳
御
着
座
ニ
而
、
上
御
畳
江
御
着
座
被
レ
遊
、
乗
衆
よ
り
御
祝
進
上
被
レ
仕
候
得
者
、
大
君
加
那
志
よ
り
美
御
酌
被
二
成
下
一
候
事
。　
附
。
勢
頭
大
夫
并
乗
衆
江
者
、
ふ
り
は
ん
御
盃
、
役
者
以
52
下
末
々
江
者
、
台
御
盃
ニ
被
レ
下
候
。
（
13
）『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
の
「
旅
御
拝
」（
同
〈
三
月
〉
十
六
日
）
の
「
御
拝
つ
ゝ
申
上
」
と
す
る
記
事
は
、
以
下
で
あ
る
。
 
　
　
一  
旅
御
拝
付
、
朝
衣
冠
ニ
而
紫
金
大
夫
以
下
役
者
中
、
早
朝
王
舅
宅
江
罷
出
、
五
ツ
時
分
一
同
登　
城
。
王
舅
江
者
評
定
所
江
相
扣
、
余
之
人
数
者
廊
下
江
扣
、
脇
筆
者
を
以
、
下
庫
理
勢
頭
方
江
申
出
。
三
司
官
衆
以
下
、
石
て
い
し
左
右
御
着
座
。
勢
頭
よ
り
様
子
有
之
、
い
つ
れ
も
御
庭
江
罷
出
、
立
御
拝
二
而
着
座
。
唐
玻
豊　
出
御
之
砌
、
い
つ
れ
も
御
礼
手
を
合
、
御
印
判
勢
頭
持
参
、
王
舅
江
相
渡
、
拝
見
、
頂
之
懐
中
。
一
同
御
拝
仕
、
王
舅
紫
金
大
夫
勢
頭
大
夫
一
人
宛
、
御
礼
手
を
合
罷
立
、
浮
道
涯
ニ
而
衣
冠
取
結
、
御
拝
つ
ゝ
申
上
候
座
之
端
ニ
而
立
御
拝
仕
、
筵
之
真
中
ニ
寄
手
を
合
、
御
拝
つ
ゝ
申
上
、
済
而
御
礼
手
を
合
、
本
座
江
帰
り
、
立
御
拝
ニ
而
着
御
礼
手
を
合
、
進
貢
勢
頭
大
夫
迄
順
々
相
済
、　
入
御
之
砌
、
い
つ
れ
も
御
礼
手
を
合
、
三
司
官
衆
以
下
、
下
庫
理
江
御
着
座
。
渡
唐
人
数
勢
頭
座
敷
迄
、
五
は
い
左
右
之
階
よ
り
登
、
各
位
之
座
江
着
。
四
時
成　
出
御
。
如
早
晩
出
仕
有
之
。
次
ニ
渡
唐
人
数
与
力
迄
、
出
仕
相
済
。
着
座
之
渡
唐
人
数
、
御
酒
被
下
、
無
系
之
座
敷
御
差
床
御
拝
可
候
。
黄
冠
以
下
、
五
は
い
ニ
而
大
通
被
下
。
次
ニ
当
番
之
人
数
、
御
酒
被
下
、　
入
御
。
着
座
之
渡
唐
人
数
江
、
御
茶
被
下
。
次
ニ
三
司
官
衆
以
下
、
着
座
人
数
、
御
茶
被
下
。
済
而
渡
唐
人
数
退
座
之
時
分
、
勢
頭
ニ
而
相
達
候
得
者
、
何
れ
も
退
去
。
（
14
）『
冊
封
謝
恩
御
使
者
渡
唐
日
記
』
の
「
御
茶
飯
」（
四
月
二
十
五
日
）
の
「
み
は
い
つ
ゝ
申
上
」
と
す
る
記
事
は
、
以
下
で
あ
る
。
な
お
、（　
）
内
は
割
注
記
事
で
あ
る
。
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一  
右
旁
相
済
、
長
史
御
物
城
渡
唐
人
数
、
御
庭
江
如
最
前
着
、
三
司
官
以
下
石
て
い
し
御
着
座
。
唐
玻
豊　
出
御
之
砌
、
い
つ
れ
も
御
礼
手
を
合
、
四
ツ
御
拝
仕
、
王
舅
紫
金
大
夫
紫
巾
官
一
同
、
御
礼
手
を
合
罷
在
、
浮
道
涯
ニ
而
、
衣
冠
取
結
、
御
拝
つ
ゝ
座
江
参
上
。
王
舅
よ
り
み
は
い
つ
ゝ
申
上
（
此
時
渡
唐
人
数
つ
く
は
い
）
済
而
、
御
礼
手
を
合
、
本
座
江
帰
り
、
惣
人
数
一
同
四
ツ
御
拝
仕
、
い
つ
れ
も
立
候
得
者
、
佐
事
両
人
ニ
而
、
黄
籏
二
ツ
浮
道
左
右
ニ
置
。
長
史
御
物
城
罷
出
、
籏
持
立
候
得
者
、
か
ね
打
、
祝
歌
諷
、
大
通
事
迄
順
々
籏
振
相
済
候
得
者
、〔
両
か
〕
船
頭
ニ
而
籏
請
取
、
波
龍
歌
ニ
而
か
ね
打
、
御
縄
水
主
○
○
ニ
而
、
君
誇
左
右
之
御
門
よ
り
、
歓
会
御
門
罷
通
、
惣
人
数
王
舅
宅
江
罷
出
、
三
献
之
取
替
ニ
而
、
相
祝
候
。
事
済
而
、
右
人
数
、
紫
巾
官
宅
ニ
而
、
右
同
断
取
替
相
祝
、
夫
よ
り
両
唐
船
役
者
中
相
別
り
、
各
家
内
江
罷
通
相
祝
候
段
承
候
事
。
（
15
）
注
12
の
『
聞
得
大
君
御
殿
并
御
城
御
規
式
次
第
』
に
よ
る
。
（
16
）
拙
論
「
久
高
島
行
幸
の
オ
モ
ロ
に
か
か
わ
る
『
琉
球
国
由
来
記
』
記
事
、『
恵
姓
家
譜
』「
久
高
島
由
来
」
記
事
」（『
お
も
ろ
さ
う
し
研
究
』
角
川
文
化
振
興
財
団
、
二
○
一
七
年
所
収
）。
拙
論
で
は
、「
久
高
島
由
来
」
の
前
半
の
漢
文
と
後
半
の
「
久
高
地
頭
」
の
「
職
分
」
に
か
か
わ
る
箇
所
を
翻
刻
し
て
い
る
。
（
17
）
こ
の
「
こ
わ
い
に
や
」
は
、
そ
の
内
容
か
ら
み
る
と
イ
ジ
ャ
イ
ホ
ー
で
謡
わ
れ
る
「
二
二 
ア
リ
ク
ヤ
ー
ヌ
チ
ナ
」
や
「
二
八 
ニ
ー
ブ
ト
リ
神
の
テ
ィ
ル
ル
」（『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅰ　
沖
縄
篇
上
』
外
間
守
善
・
玉
城
政
美
、
角
川
書
店
、
一
九
八
○
年
）
に
あ
た
る
ウ
タ
か
と
思
わ
れ
る
。 
（
18
）
国
立
国
語
研
究
所
『
沖
縄
語
辞
典
』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
八
年
）。
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19
）
拙
論
「
琉
球
の
神
歌
と
オ
モ
ロ
の
名
乗
り
表
現
―
一
人
称
表
現
と
三
人
称
表
現
を
中
心
に
―
」、
注
4
の
拙
著
所
収
。
（
20
）
清
水
彰
『
琉
歌
大
成
』（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
九
四
年
）
で
は
、
こ
の
類
型
の
琉
歌
は
一
一
九
六
・
二
一
九
九
か
ら
二
二
○
一
、二
二
○
四
か
ら
二
二
○
七
、二
二
一
七
の
九
首
で
あ
る
。「
祝
歌
」
の
一
番
歌
は
二
二
○
六
に
当
た
る
。
ま
た
、
他
の
用
例
で
も
「
首
里
天
が
な
し
」
が
第
二
句
（
九
六
○
）、「
首
里
天
ぎ
や
な
し
」
が
第
三
句
（
一
三
○
四
）、「
首
里
が
な
し
」
が
第
三
句
（
一
四
七
五
）
に
で
て
、
第
四
句
が
「
拝
で
す
で
ら
」
に
な
っ
て
い
る
類
型
歌
が
あ
る
。
（
21
）
外
間
守
善
・
波
照
間
永
吉
『
定
本　
琉
球
国
由
来
記
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
）
の
巻
四
「
七 
誓
」
は
「
当
国
、
誓
、
先
代
、
御
代
替
之
時
、
世
誓
ト
テ
、
於
二
内
裏
、
且
平
等
所
一
、
巫
覡
呪
而
焼
レ
灰
、
ウ
ロ
ム
ト
テ
、
水
ニ
和
シ
テ
、
諸
臣
男
女
令
レ
呑
タ
ル
ト
申
伝
也
。
中
頃
ヨ
リ
、
御
即
位
以
後
、
於
二
護
国
寺
一
、
令
レ
飲
二
神
水
（
霊
社
ノ
神
文
、
焼
レ
之
和
レ
水
）、
于
諸
臣
一
也
。
且
諸
間
切
諸
島
ハ
遣
二
検
者
一
、
令
レ
飲
二
神
水
一
也
。
今
世
女
飲
二
ウ
ロ
ム
一
止
也
。
又
諸
士
任
職
之
時
、
且
手
札
改
之
時
、
於
二
神
徳
寺
一
、
霊
社
ノ
神
文
血
判
仕
也
（
以
下
、
省
略
）」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
世
誓
」
に
か
つ
て
は
女
性
も
そ
の
対
象
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
（
22
）
ミ
セ
ゼ
ル
の
内
容
が
神
託
・
託
宣
的
要
素
が
希
薄
で
あ
る
理
由
に
言
及
し
た
論
文
に
、
池
宮
正
治
「
ミ
セ
セ
ル
に
つ
い
て
―
そ
の
神
託
・
託
宣
と
い
う
こ
と
―
」（『
琉
球
文
学
論
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
七
六
年
収
録
）、
藤
井
貞
和
「
寿
と
呪
未
分
化
論
（
下
）」（『
古
日
本
文
学
発
生
論
』
思
潮
社
、
一
九
七
八
年
）
等
が
あ
る
。
池
宮
は
そ
の
理
由
を
「
王
権
の
下
手
に
立
つ
神
女
（
女
官
）
意
識
の
表
れ
」
と
し
、
藤
井
は
「
祈
願
詞
や
讃
め
ご
と
が
さ
き
に
あ
り
、
そ
の
な
か
に
神
言
・
神
託
は
出
て
来
る
、
と
い
う
構
造
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
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（
23
）
こ
の
外
、
澤
井
が
記
載
し
て
い
る
注
目
さ
れ
る
儀
礼
的
な
言
語
に
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が
訪
れ
た
家
の
主
が
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
「
カ
ン
フ
ツ
」
に
応
じ
て
行
う
「
発
話
」（
挨
拶
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
へ
の
祈
願
（
オ
タ
カ
ベ
）
と
は
異
な
る
、
人
か
ら
「
神
」（
あ
る
い
は
神
を
装
っ
た
者
）
へ
の
儀
礼
的
な
言
語
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
尚
家
文
書
『
百
浦
添
御
普
請
日
記
』『
尚
泰
様
御
即
位
日
記
』
の
紹
介
を
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
の
田
口
恵
氏
に
御
世
話
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
